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１－１ フォローアップ委員会（ 坂根堰） の経緯

１９８０(昭和５５年） ４月 坂根堰 管理開始

２００７(平成１９)年度 フォローアップ委員会（坂根堰）

２０１７(平成２９)年度 フォローアップ委員会（坂根堰）

●フォローアップ制度は、定期報告書の分析・評価について委員会の意見を聴き、管理段階のダム等の一層適切
な管理に資することを目的に原則として５年毎に実施している。

●今回平成24年度に続き、管理開始以降３巡目のフォローアップ委員会での審議となる。

年度 S55 H3 H19 H24 H25 H26 H27 H28 H29

事業

調査

フォローアップ委員会 ○ ○ ●

管理開始

【坂根堰のフォローアップの経緯】

水辺の国勢調査開始

２０１２(平成２４)年度 フォローアップ委員会（坂根堰）

平成29年度の評価対象

平成26年5月 「 定期報告書の手引き」 の改訂
（ 生物分野の分析評価の考え方に関する改訂）



4１－２ 前回委員会での主な意見と対応
【前回フォローアップ委員会（平成25年1月10日開催）の主な意見の結果】

項目 前回委員会での意見 対応結果 参照箇所

土砂動態 貯水池がやや洗堀傾向にある。
今後も引き続き調査を行うこと。

堆砂測量等の調査結果を活用して土砂
動態に係る分析評価を実施した。

P32、33

苫田ダムを含めた吉井川とし
ての土砂動態についても引き
続き測量、粒度等の調査を活
用し、適切な堰の管理・運用に
反映すること。

苫田ダムで実施している土砂動態に係る
調査結果を活用し坂根堰流入河川にお
ける河床材料の変化等を分析評価した。
苫田ダム以外に坂根堰周辺で実施して
いる河床材料調査や測量調査結果を用
いて分析評価した。

P45、46

水質 吉井川としての水質状況につ
いても注意をはらい、引き続き
調査を継続すること。

坂根堰の湛水域、流入河川及び下流河
川で実施している定期水質調査の結果を
用いた分析評価した。

P50、57

生物 堰下流の状況にも留意して、
調査を継続すること。

堰下流で想定される環境変化の影響を
受けやすい生物群を取り上げて分析評価
した。

P72、76

魚道については今後も調査検
討を進め、保全対策の向上に
努めること。

前回以降の魚道改良実験結果の効果を
踏まえた分析評価を実施した。

P85～88

堰と地域と
の関わり

堰と地域社会の関わりを整理
し、今後とも地域における河川
情報の発信基地として広報活
動や地域との連携に取り組む
こと。

利用者数等の定期調査結果に加え、教
育関係者等へのヒアリングも行い、その
結果を用いて分析評価した。

P113～117

5

２－１ 吉井川流域の概要

２－２ 吉井川流域の降水量

２－３ 主要洪水の状況

２－４ 渇水の被害状況

２－５ 坂根堰建設の経緯

２－６ 坂根堰の概要

２． 事業の概要



6２－１ 吉井川流域の概要

吉井川は、岡山県東部に位置し、その源を岡山県

苫田郡鏡野町の三国山(標高1,252m)に発し、奥津渓

を抜けた後、津山盆地を東流し、津山市で香々美川、

加茂川等の支川を合わせた後、吉備高原の谷底平

野を南流、赤磐市で吉野川、和気郡和気町で金剛川

等の支川を合わせ岡山平野を流下し、岡山市におい

て児島湾に注ぐ、幹川流路延長133km、流域面積

2,110km2の一級河川である。

④河口部

①苫田ダム（平成17年完成）

③坂根堰（昭和55年完成）

②新田原井堰（昭和61年完成）
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２－２ 吉井川流域の降水量
●流域の気候は下流域を中心に瀬戸内海式気候に属し、中上流域の一部は豪雪地帯に指定されており日本海側

気候に属している。
●流域の年間降水量は上流域が2,000mm前後と比較的多くなっているが、南部に向かって少なくなり、下流域は、

1,200mm 程度で降水量の少ない地域となっている。

流域の年間降雨量分布図（昭和56年～平成22年）

つやま

●津山観測所

和気▲

凡例

： 年総雨量

： 流域界
凡

1, 484 

1, 046 1, 046 1, 094 
1, 198 

1, 259 
1, 322 

1, 257 

1, 440 

1, 198 

1, 469 1, 484 

0

200

400

600

800

1, 000

1, 200

1, 400

1, 600

1, 800

最大

(H28)

最小

(H19)

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

至近10ヵ年平均： 1, 276mm(mm)

わ け

●和気観測所



8
２ －３ 主要洪水の状況

【吉井川流域の近年の洪水被害状況】

●吉井川流域において、近年では平成21年、23年に大規模な浸水被害が発生している。

ゲート全開状態（H23.9.4）

発生年月
坂根堰

最大流入量（m3/s）
被害状況 備考

平成2年9月19日
台風19号

5, 760 全半壊流出 5戸、 床上浸水 1,491戸、 床下浸水 4,694戸 1)

平成10年10月18日
台風10号

7, 240 全半壊流出 14戸、 床上浸水 3,229戸、 床下浸水 2,661戸 1)

平成16年9月29日
台風21号

5, 580 床上浸水 140戸、 床下浸水 683戸 1)

平成18年7月19日
梅雨前線

4, 450 床上浸水 1戸、 床下浸水 4戸 1)

平成19年7月14日
梅雨前線・台風4号

2, 410 全半壊流出 1戸 2)

平成21年8月10日
台風9号 3, 430

全壊・一部破損7戸、床上浸水 319戸、床下浸水 418戸 3)

平成23年9月3日
台風12号 3, 690

一部損壊 1戸、床上浸水 144戸、床下浸水 4,481戸 3)

平成25年9月1日
秋雨前線 4, 630

一部損壊 5戸、床上浸水 4戸、 床下浸水 23戸 3)

出典：
1) 吉井川水系河川整備基本方針（平成21年3月）
2) 坂根堰年次報告書
3) 岡山県危機管理課記者発表資料

（被害状況は、吉井川流域市町村での合計）
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２ －４ 渇水の被害状況

【吉井川流域の主要な渇水の状況（取水制限実施）】
渇水発生年 被害状況

昭和53年 8月29日

岡山県渇水対策本部を設置し、対策として次の事項を決定実施した。
1)市町村、水道事業者、大口利用者に節水の協力要請をする。
2)吉井川水系では、上水道、企業、農業用水が20%の取水制限又、20 校ある学校プールへの水の入れ替停止の

措置をとる。

昭和57年 6月28日 渇水対策支部を設置し、吉井川渇水調査会議が開かれ給水制限等の対応策が検討された。

7月1日
上水10%、工水20%、農水については自流の範囲内で取水するよう第1 次取水制限が行われた。
農業用水については、大内用水が取水口の干上りにより、7 月1 日から7 月7 日まで取水不可能となり、取水停止、
また坂根大用水、倉安川用水は7 月6 日8 時より7月8 日13 時まで取水を全面停止した。

7 月3 日
第2 次取水制限に入り、上水について20%のカットに取水制限が強められた。また坂根堰からの放流は、下流鴨越堰
の貯水位を考慮して放流し、出来るだけ坂根の貯水位を保つよう対策がとられた。

7月6日 午前8 時に坂根大用水の取水ポンプをストップさせ、かんがい用水を停止させた。

7月19日 岡山河川工事事務所渇水対策支部は解散した。

平成6年 7月 7/15：上水7%、 7/19：工水20%、農水50%、 7/22：農水70%

8月 8/16：上水30%、工水30%

9月 9/30：解除

平成14年 8月
吉井川渇水調整会議を開催し、上水道用水は自主節水、工業用水20%、農業用水50%の取水制限を開始した。取水
制限期間は11 日間に亘った。

平成17年 6月17日 吉井川下流の取水堰の水位低下により100%取水が困難となり、農水の実質25%の取水制限を余儀なくされた。

6月29日 吉井川下流水利用連絡協議会により、7 月1 日からの30%取水制限が決定された。

7月1日 農水の30%取水制限が開始された。

7月2日 梅雨前線降雨により、河川流量および取水堰容量は回復し、取水制限は解除された。

7 月5 日 吉井川下流水利用連絡協議会により、取水制限の全面解除が決定された。

●吉井川流域では平成17年に渇水が生じたが、４月に完成した苫田ダムからの補給により、大規模な取水制限は
回避できた。至近５ヵ年（H24～H28）では、渇水被害は生じていない。
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２－５ 坂根堰建設の経緯

年 月 日 事業内容 備 考
昭和34年4月 予備調査

当初は農林水産省の古井川農業水利事業
として昭和48年度より堰本体工事が着手さ
れ、昭和52年度より建設省（現国土交通省）
において管理設備工事に着手し、昭和55年4
月から建設省直轄で管理操作を実施

昭和43年4月 実施計画調査
昭和48年4月 堰本体工事着手
昭和48年10月22日 損失補償基準調印
昭和48年12月22日 基本協定書
昭和52年4月 管理施設工事着手
昭和55年3月 坂根堰工事概成
昭和55年4月 管理開始

【堰事業の経緯】

【目 的】

洪水の安全な流下（治水）

旧坂根堰を可動堰化して、洪水の安全な流下をはかるとともに下流既得用水の補給を行う等、
河川の正常な機能の維持を図る。

特定かんがい用水

旧坂根、吉井両堰を統合してかんがい用水のための取水位（旧坂根堰の堰高T.P.+8.60m）を確
保する。

都市用水

岡山市及び周辺市町に100,000m3/日を供給する。
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２－６ 坂根堰の概要（ 1/2）

【堰の諸元】

【貯水池容量水位曲線】 【貯水池容量配分図】

堤高： 4. 9m 堤頂長： 279. 2m

流域面積： 1, 965km2 湛水面積： 1. 2km2

総貯水容量 ： 2, 200, 000m3

有効貯水容量： 1, 600, 000m3

死水容量 ： 600, 000m3
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最低水位 T. P. +7. 1m

不特定容量 V=600千m3

都市用水利用容量 V=1, 000千m3

死水容量V=600千m3

( 常時満水位)

取水位(農水)  T. P. +8. 6m

※： 流水の正常な機能を維持するために用いる容量

※

平常時最 貯 位 T.P.+9.2m（ 常時満 位）
平常時最 貯 位 T.P.+9.2m
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大用水取水口

断面図

土砂吐フラップゲート 左岸魚道

右岸魚道
洪水吐きゲート

倉安川用水取水口

【坂根堰平面図】

２－６ 坂根堰の概要（ 2/2）
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３－１ 計画流量配分図

３－２ ゲートの操作

３－３ 近年の出水状況

３－４ 出水時の対応状況

３－５ まとめと今後の方針

３． 洪水の安全な流下
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３－１ 計画流量配分図

いわと こんごう

●坂根堰の治水の目的は、基準地点岩戸における 8,000m3/s と金剛川の合流量を合わせた計画高水流量
8,600m3/s を安全に流下させることである。

【計画流量配分図】

［11,000m3/s］
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1
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湾
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[ ]：基本高水流量

計画高水流量

●
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津瀬

坂根堰
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岩戸

■

■：基準地点

●：水位流量観測所

[ ] ： 基本  のピーク流量
計画  流量
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３－２ ゲート の操作

●ゲートの操作は、水位・流量に応じて行う。

堰流入量≦（堰取水量+責任放流）
の時及び堰上流水位が管理水位に
回復するまで放流孔により責任放
流量の放流を行う。

土砂吐上段フラップ
ゲートのみにより
T.P.+9.2mの定水位制
御を行う。
（流入量＝放流量）

主ゲート及び土砂吐上段フラップゲートの
みによりT.P.+9.2mの定水位制御を行う。
（流入量＝放流量）

堰上、堰下の水位差を
25cmに近づける操作を行う。
（流入量＜放流量）

堰上、堰下の水位差を25cm
以下の操作を行う。
（流入量＝放流量）
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３－３ 近年の出水状況
●坂根堰は昭和55年の管理開始以降106回の洪水の流入を記録した。
●平成10年10月の台風10号における洪水において、最大流入量が7,240m3/sと既往最大値を記録している。
●至近5ヵ年（H24～H28）での最大流入量は、平成25年9月4日に記録した4,630m3/sである。
●洪水警戒体制を執る回数は、年10回を超えている。

【管理開始以降上位25位までの洪水（700m3/s以上）】

坂根堰最大流入量

【洪水警戒体制を執った回数】

至近5ヵ年（H24～H28）
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３－４ 出水時の対応状況（ 平成25年9月1日出水）

●平成25年9月1～6日の秋雨前線による出水では最大流入量4,630 m3/sを記録したが、適切なゲート操作により
流入した洪水を阻害することなく流下させた。

洪水警戒体制

9月2日

10時40分

9月6日

15時40分

9月2日

18時30分

9月4日

12時20分

9月3日

5時10分

9月5日

23時00分

9月1日

18時50分

9月5日

6時40分

全開放流制御
全開過程制御
(700m3/s以上)

貯留過程制御
(700m3/s以下)

定水位制御
(700m3/sまで) 定水位制御貯留過程制御全開過程制御

5日間にわたり
警戒体制を維持

1日かけて堰上流の
水位を約2m上昇さ
せた

再び流入量が増加

ゲート 操作により
堰上流の水位が低下

流入量が増加

ゲート 操作により
堰上流の水位が低下

流域平均累加雨量 198.4mm
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【まとめ】

①固定堰である旧坂根堰と吉井堰を統合して、可動堰である坂根堰を
建設したことにより、流下能力が向上し、洪水を安全に流下すること
ができるようになった。

②坂根堰は昭和55年の管理開始以降106回の洪水流入を記録した。
平成10年10月の台風10号における洪水において、最大流入量が
7,240m3/sと既往最大値を記録している。

③平成25年9月の出水の際に最大流入量4,630m3/sを記録したが、適
切な堰操作により流入した洪水を阻害することなく流下させた。なお
洪水により、至近5ヶ年（H24～H28）でゲートが全開となったのは2回
であった。

【今後の方針】

・今後も適切な堰操作を行い、洪水時には流水を安全に流下させる。

３－５ まとめと今後の方針（ 洪水の安全な流下）
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４－１ 利水計画

４－２ 貯水池運用実績

４－３ 利水実績

４－４ 利水効果

４－５ 利水者との情報交換

４－６ 堰の維持管理

４－７ まとめと今後の方針

４． 利水補給
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◎岩戸（基準点）
田原用水（農水4.300） 和気用水（農水0.443）

新田原井堰

和気橋

金剛川

河田原（水位） △

熊山橋

小野田川

赤磐市水道（新規0.035）
麒麟麦酒（新規0.077）

山陽本線
弓削橋

大内用水（農水0.303）

岡山市水道（新規0.093）

倉安川用水（農水3.218） 大用水（農水14.479）

坂根堰

東備水道（新規0.069）

山陽新幹線

備前大橋

岡山県広域水道企業団（新規0.486）

邑上橋

樋ノ口用水（農水4.186）
二膳樋用水（農水0.260）
三膳樋用水（農水2.688）

日本エクスラン（既得0.417）

（独）国立印刷局（既得0.139 新規0.046）

岡山市水道（既得0.243 新規0.116） 瀬戸内市水道（新規0.148）

山陽板紙（既得0.081 新規0.081） テイカ株式会社（新規0.006）

鴨越堰

赤穂線
雄川橋

永安橋

吉井橋

干田川

児島湾

４－１ 利水計画

【利水補給範囲】

坂根堰

【直轄管理区間水利模式図】

●特定かんがい用水
さかね よしい

• 旧坂根堰、吉井堰を統合してかんがい用水のための取水位を確保する。

【特定かんがい用水の許可水利権量（坂根堰地点）】

●都市用水
・上水道 ：岡山市及び周辺市町に81,800m3/日を供給する。
・工業用水：キリンビール等４社に18,200m3/日を供給する。

取水時期 5/1～6/15 6/16～6/20 6/21～6/20 6/26～6/30 7/1～9/30 10/1～4/30

許可水量合計 5.437m3/s 20.077m3/s 25.134m3/s 23.834m3/s 17.287m3/s 4.350m3/s



22
４－２ 貯水池運用実績

●坂根堰の貯水池運用は、かんがい期のうち6月1日～9月30日においては平常時確保水位であるT.P.+9.2mで、
それ以外の時期においてはT.P.+8.6mを維持することにより、かんがい用水の取水を行っている。

【坂根堰貯水池運用実績（至近10ヵ年：平成19年～28年）】

出水時の堰操作により、 一時的に水位が低下するが、
かんがい用水の取水には、 影響を及ぼしていない。

H22. 7
全開操作

H25. 9
全開操作

23
４－３ 利水実績

●坂根堰の年間利水補給量は255百万m3（至近10ヵ年平均）であり、そのうち約8割がかんがい用水である。
おお くらやすがわ

●坂根堰からのかんがい用水（大用水、倉安川用水）と都市用水の補給量は横ばいである。

【坂根堰水源での利水補給実績】
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●かんがい区域は、大用水が左岸側の瀬戸内市に、倉安川用水が右岸側の岡山市に用水補給している。

出典：国営かんがい排水事業吉井川地区事業概要

４－３ 利水実績（ 特定かんがい用水）

凡 例

受益地(水田)

受益地(畑)

頭首工（ 改修）

国営

用水路（ 改修）

(パイプライン)

(パイプライン)

国営

県営

国営

畑かん専用水路（ 改修）

揚水機場（ 改修）

サイホン・ 暗渠・ ト ンネル

市町界

揚水機場

畑かん専用水路

県営

国営

坂根堰関係の受益面積(ha)

水田 3,060

畑 635

計 3,695

坂根堰

受益面積は、 図中の全て
の用水の合計である。
(平成25年10月時点)

新田原井堰

樋ノ口取水口

坂根堰

吉井川地区 概要図
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●坂根堰からの都市用水（上水道）の補給は、必要とされる水量を十分に満たして供給している。

４－４ 利水実績（ 都市用水(上水道)）
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出典： 利水年表
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・ 許可水量は最大取水量を示す。
・ 年平均実績取水量は日平均水量から算出
・ 製造品出荷額等の統計値はH27年度からH28経済センサス-活動調査となり、 市町村別デー

タは現在、 整理中（ H30年3月公表予定） 。

４－４ 利水実績（ 都市用水(工業用水)）

●坂根堰からの都市用水（工業用水）の補給は、必要とされる水量を十分に満たして供給している。

【岡山市製造品出荷額等（全体）の推移と都市用水（工業用水）実績取水量】
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●岡山三川（吉井川、旭川、高梁川）では、安定的、継続的な水の供給を可能にするため、河川管理者と利水者の
間で水利用協議会を設立し、渇水調整等にあたっている。

４－５ 利水者との情報交換

・ 協議会規約、 渇水調整に関する行動計画
・ 流域内降水量、 河川流量、 ダム貯水量の状況
・ 今後の降水量等の見通し
・ ダム、 堰及び周辺の工事予定情報
・ その他情報共有事項

所 属 機 関

1 国土交通省岡山河川事務所
2 国土交通省苫田ダム管理所
3 岡山県保健福祉部
4 岡山県農林水産部
5 岡山県土木部
6 岡山県企業局
7 岡山県備前県民局 農林水産事 業部
8 鏡野町
9 津山市産業経済部
10 津山市水道局
11 美咲町 柵原総合支所
12 赤磐市建設事業部
13 赤磐市建設事業部
14 和気町産業建設部
15 備前市まちづくり部まち産業課
16 備前市まちづくり部上下水道課
17 瀬戸内市産業建設部
18 瀬戸内市上下水道部
19 岡山市産業観光局
20 岡山市東区役所
21 岡山市水道局
22 岡山県広域水道企業団
23 吉井川下流土地改良区
24 山陽板紙工業(株)
25 キリンビール(株) 岡山工場
26 中国電力(株) 岡山電力所

【吉井川水系水利用協議会 所属機関】

【H28.７.13】

【会議の議題 H28の例】
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●坂根堰では、施設の老朽化に対しても機能が長期にわたって維持出来るよう、中長期計画に基づいた維持管理
を実施している。

４－６ 堰の維持管理

【維持管理の流れ】

【管理橋の漏水・遊離石灰 H25】

【管理橋のひびわれ H25】

ゲート塗装 ゲート整備 その他

H24 3号洪水吐 3号洪水吐 維持工事一式

H25 右岸魚道ゲート
右岸土砂ゲート

予備ｹﾞｰﾄ設置・撤去 発電設備燃料槽更新

H26 左岸魚道ゲート
左岸土砂ゲート

予備ｹﾞｰﾄ設置・撤去 端末等更新

H27 管理橋補修

H28 ワイヤーロープ油塗布 警報設備更新

【最近の維持補修】
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【まとめ】

①坂根堰の利水補給は、かんがい用水、都市用水として工業用水及
び上水道の補給を目的とし、岡山市、瀬戸内市など周辺自治体に供
給している。

②坂根堰の年間利水補給量は255百万m3（10カ年平均）であり、そのう
ち約８割がかんがい用水である。

③近年の利水補給量は、都市用水およびかんがい用水ともに横ばい
傾向がみられている。

④利水者とのこまめな調整や計画的な施設の維持管理により、堰の
機能が十分に発揮されている。

【今後の方針】

・かんがい用水取水は、必要な取水位を維持する必要があるため、
今後も適切な運用と計画的な施設維持管理により、必要な利水補給
を行う。

４－７ まとめと今後の方針（ 利水補給）
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５－１ 堆砂状況（総堆砂量の推移）

５－２ 湛水域の堆砂形状、平均河床高

５－３ 湛水域の堆砂傾向

５－４ まとめと今後の方針

５－５ 土砂動態

５－６ まとめと今後の方針

５ ． 堆砂
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５－１ 堆砂状況（ 総堆砂量の推移）

【堆砂経年変化と年最大流入量（S56～H28）】

●平成28年の全容量内累積堆砂量は、昭和55年の坂根堰管理開始時から－602千m3 であり、やや洗掘傾向であ
る。

＊河田原観測所
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５－２ 湛水域の堆砂形状、 平均河床高

【平均河床高の推移図】

●堰完成直後（昭和56年）と比較すると、平成27年時点ではやや洗掘傾向にある。
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出水時の堰開口操作後
に、 洗堀したと考えられ

る。

【湛水域の堆砂傾向（平成24年～28年の変動）】

坂
根
堰

湛
水
域
上
流
端

瓜
生
川

小
野
田
川

平成24年～28年の5年間における湛水域の堆砂量、洗
掘量を示したものである。

河幅が狭く なり流速が
増加したことで洗堀し
たものと考えられる。

小野田川からの土砂供給
があり、 急拡により流速
が低下したことで堆砂し
たものと考えられる。

瓜生川からの土砂供給
によるものとみられる。

５－３ 湛水域の堆砂傾向

河幅が狭く なり流
速が増加したこと
で洗堀したものと

考えられる。
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【まとめ】

・坂根堰は、管理開始以降平成28年まで36年経過しており、堆砂量
は全容量に対して-602千m3とやや洗掘傾向がみられるが、河床は
安定傾向である。

【今後の方針】

・引き続き堆砂量の監視を行い、堰による土砂の捕捉に留意して管
理を行う。

５－４ まとめと今後の方針（ 堆砂）
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動
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距離標(km)

10年毎の河床変動量（ S47→H27）

S48～S55坂根堰建設
工事等による変動

S55～S61新田原井堰
建設工事等による変動

左岸築堤工事、 左岸旧堤防
撤去工事等による変動

砂利採取等による影響

５－５ 土砂動態（ 河床高経年変化）

【河床変動高経年変化図】

●昭和50年代は、坂根堰、新田原井堰建設工事に伴い、部分的に河床が低下している。
●近年においても護岸改修や砂利採取等により河床が変動している区間（26.0ｋ付近）もあるが、旧堤撤去工事等

人為的な影響のある区間以外は、河床の変化は小さく、安定傾向にある。
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※河床変動高は、調査年前後の平均河床高の比較により算出した。

５－５ 土砂動態（ 変化量）

S55坂根堰可動堰化直後の変動
砂利採取等による影響
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H2.9洪水等による洗掘

S55～H7 
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H7～H17 

22k800付近の左岸の旧堤防撤去を除き、 近年は改修工事は実施されていないことから大
きな河床変動は見られない。
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●縦断的な河床変動の変遷をみると、至近5ヶ年毎の河床変動では、大きな河床変動がみられない。
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●熊山橋下流付近は湛水域上流端にあたり河川流速が急激に低下する箇所である。
●上流からの浮遊砂及び掃流砂は、流速の低下により沈降すると考えられる。

現在
S42年：鴨越堰全面改修

S48年：坂根堰本体工事着手

S55年：坂根堰完成
S58～61年：干田川河口水門工事実施

S61年：新田原井堰完成 H17年：苫田ダム完成

S53年 H13年 H22年

H10年：大田原堰完成
H8-14年：吉井堰天端カット

H5年

５－５ 土砂動態（ 湛水域上流端）

湛水位TP+9.2

H26年

湛水位TP+8.6 湛水位TP+8.6 湛水位TP+9.2 湛水位TP+8.6

平成26年11月撮影

湛水域上流端 熊山橋

23.0ｋ

24.0ｋ

25.0ｋ

堆砂傾向がある

くまやま水辺の楽校熊山橋湛水域上流端

23.0ｋ

24.0ｋ

25.0ｋ

山陽自動車道

平成13年4月撮影 平成21年9-10月撮影※
昭和53年10月撮影 平成5年1月撮影

寄州が
細流で分
断されて

いる

山陽自動車道

熊山橋

24.0ｋ

25.0ｋ

小野田川改修

湛水域上流端
湛水域上流端 熊山橋

23.0ｋ

24.0ｋ

25.0ｋ
澪筋が
見える

中州の
形成

湛水域上流端 熊山橋

23.0ｋ

24.0ｋ

25.0ｋ

澪筋が
見える

植生が
みられる

山陽自動車道
山陽自動車道

※平成21年9-10月撮影とは、9月撮影と10月撮影の写真を貼り合わせたものである。
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５－５ 土砂動態（ 湛水域上流端）

●24.0k付近では、左岸築堤工事による護岸形状の変化（昭和55年～平成6年）、くまやま水辺の楽校（平成17年～
平成22年）による断面形状の変化がみられる。

●昭和55年の可動堰化により、出水時の撹乱頻度が高くなったことで、土砂流出による河床低下の傾向がみられ
る。

吉井川（ 24k200）

吉井川（ 23k000）

く まやま水辺の楽校の整備

河床低下
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●湛水域中央部にあたり、上流側で小野田川と合流し、下流側で瓜生川が合流する箇所である。
●20.0k付近は湛水区間の湾曲部であり、その直前区間では流速が低下するため堆砂傾向にあるが、湾曲部周辺

では洗掘傾向にある。

５－５ 土砂動態（ 湛水域中央）

現在
S42年：鴨越堰全面改修

S48年：坂根堰本体工事着手

S55年：坂根堰完成
S58～61年：干田川河口水門工事実施

S61年：新田原井堰完成 H17年：苫田ダム完成

S53年 H13年 H22年

H10年：大田原堰完成
H8-14年：吉井堰天端カット

H5年 H26年

湛水位TP+9.2 湛水位TP+8.6 湛水位TP+8.6 湛水位TP+9.2 湛水位TP+8.6

瓜生川
20.0ｋ

21.0ｋ

22.0ｋ

弓削橋

JR山陽本線

昭和53年10月撮影 平成5年1月撮影 平成13年4月撮影 平成21年9月撮影 平成26年11月撮影

瓜生川瓜生川瓜生川瓜生川

旧堤掘削後に
中洲が形成

州が消失
した

堆砂傾向
がある

20.0ｋ

21.0ｋ

弓削橋(建設中)

JR山陽本線

木本類の植
生がみえる

20.0ｋ

21.0ｋ
弓削橋

JR山陽本線

22.0ｋ

州が縮小した

南熊山橋 南熊山橋
(撤去中)

20.0ｋ

21.0ｋ
弓削橋

JR山陽本線
22.0ｋ

州が拡大した

右岸側の州
が消失し、左
岸側の州が

拡大した

20.0ｋ

21.0ｋ

22.0ｋ

弓削橋

JR山陽本線

旧堤の掘削

小野田川 小野田川 小野田川 小野田川 小野田川
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●22.0k付近では、平成17年～22年にかけて、旧堤の掘削が実施された。

５－５ 土砂動態（ 湛水域中央）

吉井川（ 22k000）

吉井川（ 20k000）

旧堤の掘削

砂利採取
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●坂根堰の上流区間では、旧坂根堰撤去に伴う河床掘削が実施された。
●近年、上流左岸側では弓削河川公園が整備され、上流右岸側では護岸・高水敷の整備（瀬戸箇所（下流））が行

われている。

５－５ 土砂動態（ 堰直上流）

現在
S42年：鴨越堰全面改修

S48年：坂根堰本体工事着手

S55年：坂根堰完成
S58～61年：干田川河口水門工事実施

S61年：新田原井堰完成 H17年：苫田ダム完成

S53年 H13年 H22年

H10年：大田原堰完成
H8-14年：吉井堰天端カット

H5年 H26年

湛水位TP+9.2 湛水位TP+8.6 湛水位TP+8.6 湛水位TP+9.2 湛水位TP+8.6

昭和53年10月撮影 平成5年1月撮影 平成13年4月撮影 平成21年9月撮影 平成26年11月撮影

19.0ｋ

坂根堰

州が消失

18.0ｋ

19.0ｋ

旧坂根堰と
坂根堰工
事の様子
が分かる

18.0ｋ

19.0ｋ

坂根堰

州が見える

18.0ｋ

護岸が整
備された

旧坂根堰撤去

19.0ｋ

坂根堰

18.0ｋ

州が拡大した

19.0ｋ

坂根堰

18.0ｋ

H13年より小さい

瀬戸箇所（下流）
の整備

弓削河川公園の整備
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●坂根堰の上流区間では、旧坂根堰の撤去による河床変動のほか、19.0k付近では、坂根堰運用直後の昭和55
年～平成6年にかけ、比較的大きな変動がみられている。

５－５ 土砂動態（ 堰直上流）

吉井川（ 19k000）

吉井川（ 18k000）

旧坂根堰撤去

稼働直後の変動
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●坂根堰の下流区間では、堰直下に土砂の堆積が確認される。
●新幹線橋梁付近の堆砂土砂については、平成14～15年度にかけて、約7,000m3の土砂掘削を実施している。

５－５ 土砂動態（ 堰直下流）

現在
S42年：鴨越堰全面改修

S48年：坂根堰本体工事着手

S55年：坂根堰完成
S58～61年：干田川河口水門工事実施

S61年：新田原井堰完成 H17年：苫田ダム完成

S53年 H13年 H22年

H10年：大田原堰完成
H8-14年：吉井堰天端カット

H5年 H26年

湛水域下流端

坂根堰

山陽新幹線

吉井堰

16.0ｋ

17.0ｋ州が消失

昭和53年10月撮影 平成5年1月撮影
平成13年4月撮影 平成22年1月撮影 平成26年11月撮影

湛水位TP+9.2 湛水位TP+8.6 湛水位TP+8.6 湛水位TP+9.2 湛水位TP+8.6

山陽新幹線

吉井堰

16.0ｋ

17.0ｋ

坂根堰工事の
様子が分かる

湛水域下流端

坂根堰

山陽新幹線

吉井堰

16.0ｋ

州が見える
17.0ｋ

砂利採取

湛水域下流端

坂根堰

山陽新幹線

吉井堰

16.0ｋ

州が拡大
17.0ｋ

州が見える

州が見える
堆砂している

湛水域下流端

坂根堰

山陽新幹線

吉井堰

16.0ｋ

17.0ｋ
H13年よ
り小さい
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●17.0k付近では可動堰稼働直後の昭和55年～平成6年にかけ、大きく河床が低下しているが、それ以降は安定
する傾向にある。

５－５ 土砂動態（ 堰直下流）

吉井川（ 17k000）

吉井川（ 16k000）

堰稼働後の河床低下

土砂掘削
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【まとめ】

・河床変動の状況、堰堆砂量、土砂採取の状況を検討した結果、吉
井川では、坂根堰建設工事、新田原井堰建設工事、築堤・護岸工事
及び砂利採取などの人為的な河床変動を除けば、河床変動量は小
さく安定傾向である。

【今後の方針】

・定期縦横断測量、堆砂測量、河床材料調査結果を活用し、引き続き
土砂動態の監視を行い、適切な堰管理に反映していく。

５－６ まとめと今後の方針（ 土砂動態）
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６－１ 基本事項の整理

６－２ 湛水区域内水質等の状況

６－３ 流入河川～堰下流の水質等の状況

６－４ 栄養塩類とＤＯ等との関係

６－５ ｐHと水温、流量の関係

６－６ 水質障害の発生の状況

６－７ 坂根堰及び吉井川の水質状況

６－８ 緊急放流の実施状況

６－９ まとめと今後の方針

６ . 水質

49６－１ 基本事項の整理

ダム・堰名 類 型 指定年月日 備 考

坂根堰 河川B類型
閣議決定
S46.5.25

環境基準類型の指定状況

生活環境項目の環境基準値

項 目 pH BOD SS DO 大腸菌群数

単位
類型

－ mg/L mg/L mg/L MPN/100mL

河川 B 6.5～8.5 3以下 25以下 5以上 5000以下

●環境基準の指定状況
坂根堰を含む吉井川中・下流は、河川B類型に指定されている。

くまやま

・流入地点： 熊山橋
ゆ げ きゅうさかね

・湛水区域： 弓削橋、 旧坂根堰
びぜんおおはし かもごし えいあん

・下流地点： 備前大橋、 鴨越堰、 永安橋

【坂根堰における環境基準類型の指定状況】

金剛川

熊山橋（流入）

環境基準点

備前大橋（下流）

吉井川

鴨越堰
永安橋

感潮区間

旧坂根堰（湛水）

弓削橋（湛水）

坂根堰

【坂根堰に係る水質調査地点】

流入河川 湛水域 下流河川 感潮区間

坂根堰

【吉井川における環境基準類型の指定状況】

環境基準点（ 岡山県）

環境基準点（ 国土交通省）
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６－４ 栄養塩類とＤＯ等との関係
●坂根堰湛水区域内にある調査地点の旧坂根堰（底層）における、栄養塩類（ T-N ，T-P ）濃度とBODやCOD、

DOとの関係をみると、 T-PとBODについては、明確な関係がみられないが、T-NとCODについては、CODが高い
ときはT-Nが高くなる傾向がある。また、 T-PはDOが低いときに高くなる傾向が認められたが、 T-NとDOについ
ては明確な関係は認められない。

DOの環境基準値 5.0㎎/Ｌ以上

【旧坂根堰（底層）のT-PとDOの関係】
（至近5ヵ年：H24年～H28）

【旧坂根堰（底層）のT-NとDOの関係】
（至近5ヵ年：H24年～H28）

DOの環境基準値 5.0 ㎎/Ｌ以上

【旧坂根堰（底層）のT-PとＢＯＤの関係】
（至近5ヵ年：H24年～H28）

【旧坂根堰（底層）のT-NとＣＯＤの関係】
（至近5ヵ年：H24年～H28）

BODの環境基準値 3.0㎎/Ｌ以下
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●坂根堰湛水区域内にある調査地点（旧坂根堰）におけるpHやクロロフィルaと水温、流量の関係をみると、pHは
水温が高く流量が少なくなると上昇する傾向が見られる。

●また、クロロフィルも同様に水温が高く流量が少なくなると上昇する傾向が見られる。

６－５ pHと水温、 流量の関係

pHの環境基準値（ 6. 5～ 8. 5）

【旧坂根堰のpHと流量の関係】
（至近10ヵ年：H19年～H28）

【旧坂根堰のクロロフィルａと流量の関係】
（至近10ヵ年：H19年～H28）

67.59

42.29

31.77

22.48

0 10 20 30 40 50 60 70 80

豊水流量

平水流量

低水流量

渇水流量

流入量（m3/s）

至近10ヵ年平均（H19～H28） 【坂根堰の流入量】
（至近10ヵ年：H19年～H28）



56６－６ 水質障害の発生の状況

冷水現象（成層期に下層の冷水を放流 ⇒水稲栽培や漁業に影響が生じる）

冷水放流に関する障害は、これまで確認されていない 。

濁水長期化現象（洪水後、放流水が長期にわたって濁る ⇒ 上水処理や魚類の生息に影響が生じる）

濁水長期化に関する問題は、これまで確認されていない。

その他(異臭味・色水等)

赤水（鉄由来）、黒水（マンガン由来）といった色水に関する問題は、これまで確認されていない。
異臭味に関する問題も、これまで確認されていない。

富栄養化現象（アオコの発生のように藻類が異常繁殖 ⇒取水した水に異臭等が生じる）

富栄養化現象（藻類異常繁殖）に関する問題は、これまで確認されていない。

●坂根堰では今回のフォローアップ評価期間中、冷水現象、富栄養化現象、濁水長期化現象、その他（異臭味、
色水）などの水質障害の発生は確認されていない。
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●流域は都市化が進行しているが、自治体の下水道普及率も80～90％程度と順調に整備が進んでおり、流域の
負荷量も減る傾向と考えられる。

６－７ 坂根堰及び吉井川の水質状況

出典： 下水道普及率は岡山県公表データ、下水道接続率は3市へのヒアリング結果

下水道の面的整備が進ん
だため、一時的に接続率
が低下した

平成26年

坂根堰

岡山市北区

岡山市南区

岡山市中区

岡山市東区

赤磐市
和気郡和気町

瀬戸内市

備前市

平成3年

岡山市北区

岡山市南区

岡山市中区

岡山市東区

赤磐市
和気郡和気町

瀬戸内市

備前市

吉井川流域で、都市化が
進む様子が見られる。

行政界は最新の状況を示す。各市町の合併経緯は以下のとおりである
・岡山市： H17に御津町・灘崎町、H19に建部町・瀬戸町と合併
・赤磐市： H17に赤磐郡内の山陽町、赤坂町、熊山町及び吉井町が合併
・瀬戸内市： H16に牛窓町、邑久町、長船町が合併
・備前市： H17に備前市・日生町・吉永町が合併
・和気郡和気町： H１８に和気郡佐伯町および和気町が合併

人
口

□ 行政界
□ 吉井川流域
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●国土交通省や岡山県では、栄養塩減少によるノリの色落ち対策として、冬季に苫田ダム等から緊急放流を行
い、海域に栄養塩を供給する取り組みを平成17年度より実施している。

６－８ 緊急放流の実施状況

年度 水系名 ダム名 ダム管理者
総放流量

(千m3) 放流期間
上乗せ

放流量

H17
吉井川 苫田ダム 国土交通省 2,272 H18.2.4～8 6m3/s

高梁川 小阪部川ダム 高梁川土地改良区 785
H18.2.17～21

2m3/s

千屋ダム 岡山県 785 2m3/s

H18
吉井川 苫田ダム 国土交通省 1,504 H19.2.16～20 4m3/s

高梁川 小阪部川ダム 高梁川土地改良区 691
H19.2.16～20

2m3/s

千屋ダム 岡山県 1,139 2m3/s

H19
吉井川 苫田ダム 国土交通省 1,037

H20.1.16～20
3m3/s

黒木ダム 岡山県 346 1m3/s

H21 吉井川 苫田ダム 国土交通省 1,383 H22.1.20～24 4m3/s

H22 吉井川 苫田ダム 国土交通省 1,383 H23.1.25～29 4m3/s

H23 吉井川 苫田ダム 国土交通省 1,383 H24.1.19～23 4m3/s

H24 吉井川 苫田ダム 国土交通省 1,383 H25.2.13～17 4m3/s

H25 吉井川 苫田ダム 国土交通省 1,383 H26.1.7～11 4m3/s

H27 吉井川 苫田ダム 国土交通省 1,383 H28.2.18～22 4m3/s

【吉井川・高梁川水系における緊急放流実績】

【 平成24年度 苫田ダム緊急放流】

坂根堰

苫田ダム周辺拡大図

苫田ダム

ダムサイト

久田下原橋

熊山橋

永安橋

鴨越堰

栄養塩（ DIN)

（ mg/L)

児島湾の出 におけるDIN値は、潮汐により周期的に変化する。放流
時（ H28.2/22） のDIN値は湾 から4kmで20µMを超えた。このよ
うに1 2回各１時間程度、 濃度の栄養塩を受けることでノリの が
回復することが確認された。（ 岡 県 産研「平成27年度吉井川 
系苫 ダム緊急放流の効果について」より）

H27.2 緊急放流時における栄養塩（ DIN)

※栄養塩（ DIN)とは、無機態窒素のことで窒素三項 （ 硝酸態窒素、亜硝酸態窒素、アンモニア態窒素） の和を す。

栄養塩（ DIN)濃度:µM
(1mg/L＝71µM）
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【まとめ】

①湛水域水質は、大腸菌群数を除けば、環境基準値（河川B類型）を
達成している。

②流入水質、放流水質に関して経年的変化は少なく、環境基準（河川
B類型）は達成されている。また近年はBODの改善傾向も見られる。

③湛水域、流入河川、下流河川ともT-N、T-Pがやや高いが、回転率の
高い堰のため、富栄養化など水質障害は発生していない。

【今後の方針】

・定期水質調査等により水質の監視を行い、適切な堰管理に取り組
む。

６－９ まとめと今後の方針（ 水質）
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62７ －１ 調査の実施状況
●坂根堰に関わる生物調査としては、平成3年度から「河川水辺の国勢調査[河川版]」を実施している。
●河川水辺の国勢調査以外の独自調査として、魚道遡上調査とアユモドキ繁殖状況調査を実施している。

・植生図作成調査等は、河川環境基図作成調査に統合。
・植物調査（植物相調査）、鳥類調査、両生類・爬虫類・哺乳類調査、陸上昆虫類等調査は、10年に1回以上。

河川水辺の国勢調査実施状況

魚類
（魚介類）

底生動物 植物 鳥類
両生類
爬虫類
哺乳類

陸上昆虫類
河川環境
基図作成

魚道遡上
調査

アユモドキ

工事着手 昭和48年度
坂根堰完成 昭和55年度

平成2年度
平成3年度 ● ● 水国調査開始
平成4年度 ●
平成5年度 ●
平成6年度 ● ● ● 底生動物は魚介類として実施
平成7年度 ●
平成8年度 ● ● 底生動物は魚介類として実施
平成9年度 ●
平成10年度 ●
平成11年度 ●
平成12年度 ●
平成13年度 ● ●
平成14年度 ●
平成15年度 ●
平成16年度 ●
平成17年度 ●
平成18年度 ● ● 水国マニュアル改訂
平成19年度 ● ●
平成20年度 ● ●
平成21年度 ● ● ●
平成22年度 ● ●
平成23年度 ● ● ●

前回ＦＵ委員会 平成24年度 ● ● ●
平成25年度 ● ● ●
平成26年度 ● ● ● 定期報告書手引き（平成26年度版）
平成27年度 ● ●
平成28年度 ● ● ●

：今回報告

堰事業実施状況 備考年度

●
●

独自調査

坂根堰完成から約10年経過後に水国調査を実施

63７ －２ 調査の実施範囲と周辺の環境（ 概況）

調査実施位置
下流河川（13.0～17.0㎞付近）流入河川（26.0～28.0㎞付近）

【航空写真（H25.2撮影）】

吉吉岡３

吉吉岡２

吉吉岡４

吉吉岡２

吉吉岡３

吉吉岡２

吉吉岡３

吉吉岡３

吉吉岡４

吉吉岡２

吉吉岡３

魚類

底生動物

植物

両生類・ 爬虫類・ 哺乳類

陸上昆虫類

坂根堰

湛水域
（ 7. 0km）

流入河川（ 本川）
（ 4. 2km）

下流河川
（ 9. 5km）

湛水域周辺
（ 7. 0km）

※植物調査、 類調査は、平成24年度 28年度に調査未実施のため、最新の調査地点（ 植物は平
成20年度、 類は平成22年度） を している。

①調査実施範囲： 堰湛水域内、流入河川、下流河川、
堰湛水域周辺

②水域調査： 堰湛水域内、流入河川、下流河川で実施
魚類、底生動物の生息状況を把握

③陸域調査：
堰湛水域内、流入河川、下流河川、堰湛水域周辺
植物※、鳥類※の生息・生育状況を把握

場所 設定状況

堰湛水域内 熊山橋付近（24.0km）～坂根堰（17.0km）

流入
河川

本川

熊山橋付近（24.0km）
～金剛川合流点（原）（28.2km）

この区間の陸域及び水域

下流
河川

本川
鴨越堰（7.5km）～坂根堰（17.0km）

この区間の陸域及び水域

堰湛水域周辺
河道内から堰湛水域内（水面）を除く部分
（17.0～24.0km）



64７－３ 坂根堰湛水域及びその周辺の環境（ 確認種）

調査項目 主な確認種

魚類
ギンブナ、カネヒラ、オイカワ、カワムツ、ムギツク、タモロコ、カマツカ、コウライモロ
コ、アユ、ナミスジシマドジョウ、ナマズ、カワヨシノボリ 等

底生動物
カワニナ科の一種、イトミミズ目の一種、ユスリカ科の一種、カゲロウ目の一種、トビ
ケラ目の一種 等

植物※ スギナ、カニクサ、ムクノキ、エノキ 等

鳥類※ アオサギ、イカルチドリ、マガモ、オナガガモ 等

両生類 ニホンアマガエル、トノサマガエル、ヌマガエル 等

爬虫類 クサガメ、ニホンイシガメ、ニホンカナヘビ、シマヘビ、アオダイショウ 等

哺乳類 コウベモグラ、カヤネズミ、タヌキ、キツネ、イノシシ、ヒナコウモリ科の一種 等

陸上昆虫類 キイロカワカゲロウ、ハグロトンボ、オオシマトビケラ、コムラサキ等

ア ユ カワヨシノボリ イカルチドリ

※ 平成24年度～28年度に調査未実施のため、最新の調査結果（植物は平成20年度、鳥類は平成22年度）を掲載している

【主な確認種一覧】

オナガガモ
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アユモドキ ニホンイシガメ

【各調査項目の重要種、特定外来生物等一覧】

文化財保護法：「文化財保護法」（昭和25年法律第214号）により指定された「天然記念物」、「特別天然記念物」
種の保存法：「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）により指定された「国内希少野生動植物種」
環境省RL：第4次レッドリストの掲載種（平成29年3月31日公表）
岡山県ＲＤＢ：「岡山県版レッドデータブック2009絶滅の恐れのある野生生物」（岡山県2009）の掲載種

タコノアシ

重要種 特定外来生物

生態系被害防止外来種文化財保護法 種の保存法 環境省RL 岡山県RDB

魚類 アユモドキ
スイゲンゼニタナゴ、

アユモドキ

ゲンゴロウブナ、スイゲン
ゼニタナゴ、ツチフキ、ア

ユモドキ等

カネヒラ、シロヒレタビラ、スイ
ゲンゼニタナゴ、カワヒガイ、

ツチフキ等

タイリクバラタナゴ、ハス、ニジマス、ブルーギル、
オオクチバス

底生動物 － －
クロダカワニナ、タベサナ
エ、オバエボシガイ、トン

ガリササノハガイ等

クロダカワニナ、コオイムシ、
オバエボシガイ、トンガリササ

ノハガイ、コガムシ等
アメリカザリガニ、スクミリンゴガイ

植物※ － －
タコノアシ、ミゾコウジュ、

カワヂシャ等
カワラサイコ、

イヌゴマ等
エゾノギシギシ、オランダガラシ、アレチウリ、オ
オフサモ、オオカワヂシャ、オオキンケイギク等

鳥類※ － オオタカ、ハヤブサ
チュウヒ、トモエガモ、

チュウサギ等
ヒクイナ、ミサゴ、

タマシギ等
－

両生類 － － トノサマガエル
トノサマガエル、シュレーゲル

アオガエル
ウシガエル

爬虫類 － － ニホンイシガメ ニホンスッポン、シロマダラ ミシシッピアカミミガメ

哺乳類 － － － カヤネズミ、モモジロコウモリ ハツカネズミ、ヌートリア

陸上昆虫類 － －
タガメ、ギンボシツツトビ

ケラ等
コオイムシ、

グンバイトンボ等
－

※平成24年度～28年度に調査未実施のた
め、最新の調査結果（植物は平成20年度、鳥
類は平成22年度）を掲載している

ミサゴ

７－３ 坂根堰湛水域及びその周辺の環境（ 確認種）
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凡例 a： 湛水域、 b： 流入河川、 c： 下流河川、 d： 湛水域周辺

７－４ 影響要因及び生物の生息・ 生育状況の変化

＜坂根堰で想定される環境への影響要因と生物の生息・生育環境の変化＞

生
物
の
生
息
・
生
育
環
境

条
件
の
変
化

影響
要因

堰が
存在する

abc

湛水域が
存在する

ad

流入部に堆
積が起こる

b

堰の立地条件、 堰の経過年数、 既往調査結果

生物の生息・ 生育状況の変化

堰の開閉
（ 特に出水
時全開）

c

公園整備等
で人の利用
が増加する

ad

河川敷が
存在する

ad
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●坂根堰の存在・供用による影響要因と生物の生息・生育環境の変化に基づき分析・評価する対象を抽出した。
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67７ －５ 分析・ 評価結果： 魚類

分析項目 検証場所
生息・ 生育環境

条件の変化
着眼点 分析項目の選定理由

止水性
魚類

湛水域
湛水域の存在
水位（ 汀線） の安定化
水質の変化

経過
年数

・ 堰供用から37年経過しており、 湛水域およびその周辺の環境は
概ね安定している。

立地
条件

・ 管理上水位変動が少なく 、 止水性魚類の良好な生息環境が形成
されている。

・ 湛水域の水質変化が、 止水性魚類の生息状況に影響する可能性
がある。

既往
結果

・ オオクチバスが湛水域で継続して確認されている。
・ 外来種の捕食による在来種の個体数減少が懸念される。

回遊性
魚類

湛水域
流入河川
下流河川

河川域の連続性の分断
湛水域の存在

経過
年数

・ 堰供用から37年経過しており、 湛水域およびその周辺の環境は
概ね安定している。

立地
条件

・ 河川域の連続性の分断が、 回遊性種の遡上、 降下、 状況に影響
する可能性がある。

・ 湛水域の存在が、 回遊性種の繁殖状況に影響する可能性がある。

既往
結果

・ 吉井川ではアユやヨシノボリ類等の回遊性魚類が確認されてい
る。 魚道調査でも回遊性魚類の遡上が確認されている。

・ 坂根堰湛水域ではオオヨシノボリが陸封している可能性が指摘
されている。

□： 概要版で報告

●魚類は、止水性魚類と回遊性魚類に着目した。



68７－５ 分析・ 評価結果： 回遊性魚類
●河川水辺の国勢調査において、回遊性魚類はニホンウナギ、ウグイ、アユ、ゴクラクハゼ、回遊性ヨシノボリ類が

確認されており、このうち放流実態のないウグイやヨシノボリ類が流入河川でも確認されている。
●以上のことから、坂根堰の魚道により、吉井川の縦断的連続性が確保されていると考えられる。

ア ユゴクラクハゼ

写真出典： 河川水辺の国勢調査報告書

【回遊魚の確認状況】

下流河川 湛水域 流入河川

鴨
越
堰

吉
井
堰

坂
根
堰

【調査地区と横断構造物との関係】鴨越堰

吉井堰 坂根堰

下流河川
坂根堰
魚道
通過

湛水域 流入河川

H
18

年
度

H
23

年
度

H
28

年
度

H18
年度
～

H28
年度

H
18

年
度

H
23
年

度

H
28
年

度

H
18
年

度

H
23
年

度

H
28
年

度

1 ウナギ ニホンウナギ ● ● ●

2 コイ ウグイ ● ●

3 アユ アユ ● ● ● ●

4 ハゼ シマヨシノボリ ●

5 オオヨシノボリ ● ● ● ●

6 ゴクラクハゼ ● ● ●

7 シマヒレヨシノボリ ● ● ● ● ●

8 旧トウヨシノボリ類 ● ● ● ●

9 ヌマチチブ ●

4科 9種 2 3 2 7 1 2 1 4 2 3

地点数 1 1 1 - 1 1 1 1 1 1

調査回数 2 2 2 - 2 2 2 2 2 2

No. 科名 種名

69７－５ 分析・ 評価結果： 底生動物

分析項目 検証場所
生息・ 生育環境

条件の変化
着眼点 分析項目の選定理由

回遊性
底生動物

湛水域
流入河川
下流河川

河川域の連続性の分断
湛水域の存在

経過
年数

・ 堰供用から37年経過しており、 湛水域およびその周辺の環境は概
ね安定している。

立地
条件

・ 河川域の連続性の分断が、 回遊性種の遡上、 降下、 状況に影響す
る可能性がある。

・ 湛水域の存在が、 回遊性種の繁殖状況に影響する可能性がある。

既往
結果

・ 吉井川ではテナガエビやモクズガニ等の回遊性底生動物が確認さ
れている。 魚道調査でも回遊性種の遡上が確認されている。

生活型 下流河川

土砂供給量の減少

河床及び低水敷の攪乱
頻度の減少

経過
年数

・ 堰供用から37年経過しており、 湛水域およびその周辺の環境は概
ね安定している。

立地
条件

・ 下流河川への土砂供給量の減少と河床及び低水敷の攪乱頻度の減
少が、 河床（ 砂、 石、 礫内） に生息する底生動物の生息状況に影
響する可能性がある。

既往
結果

・ 下流河川では、 造網型や匍匐型などの石礫河床を好む種、 掘潜型
などの砂泥河床を好む種が確認されている。

EPT※

種類数

※
カゲロウ目
カワゲラ目
ト ビケラ の

総種類数

下流河川 水質の変化

経過
年数

・ 堰供用から37年経過しており、 湛水域およびその周辺の環境は概
ね安定している。

立地
条件

・ 湛水域で悪化した水質が下流河川に放流されることにより、 汚濁
耐性の低い底生動物の生息状況に影響する可能性がある。

既往
結果

・ 下流河川では良好な水質の指標となるカゲロウ目、 カワゲラ目、
ト ビケラ目の底生動物が確認されている。

□： 概要版で報告

●底生動物は、回遊性底生動物、下流河川の生活型、EPT種類数の変化に着目した。
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７ －５ 分析・ 評価結果： 底生動物生活型
●河川水辺の国勢調査の結果、堰下流河川では様々な生活型の底生動物が確認されていることから、底生動物

が生息できる多様な環境が維持されていると考えられる。
●生活型の構成比でみると、下流河川では平成19年度から平成24年度にかけて掘潜型が増加している。これは

平成24年の大規模な出水により、下流河川の調査地区に一時的に細粒分が堆積したためであると考えられる。
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【流入河川で確認された底生動物の生活型構成比】

H24. 7出水(坂根堰管理開始以降6位)
坂根堰流入量 4, 310m3/s

【下流河川で確認された底生動物の生活型構成比】

H24. 7出水(坂根堰管理開始以降6位)
坂根堰流入量 4, 310m3/s

71７－５ 分析・ 評価結果： 植物（ 植生）

分析項目 検証場所
生息・ 生育環境

条件の変化
着眼点 分析項目の選定理由

河道内
植生

流入河川
河原（ 陸域） 環境の出現
水位の季節変動

経過
年数

・ 堰供用から37年経過しており、 湛水域およびその周辺の環
境は概ね安定している。

立地
条件

・ 流入部の土砂堆積による河原（ 陸域） 環境の出現や水位の
季節変動が、 河道内植生に影響する可能性がある。

既往
結果

・ 流入河川（ 湛水域の上流端付近も含む） にはヤナギ林等の
高木、 低木林の群落がみられる。

河道内
植生

下流河川

土砂供給量の減少

河床及び低水敷の攪乱頻
度の減少

生育環境の攪乱

経過
年数

・ 堰供用から37年経過しており、 湛水域およびその周辺の環
境は概ね安定している。

立地
条件

・ 土砂供給量の減少と攪乱頻度の減少が、 河道内植生の分布
状況に影響する可能性がある。

・ 公園利用等による生育環境の攪乱により、 河道内植生に影
響する可能性がある。

既往
結果

・ ツルヨシ群落のほかグラウンドや人工草地が見られる。

□： 概要版で報告

●植物は湛水域上流端の堆砂状況と関連性のある河道内の植生や、下流河川の攪乱頻度の低下に伴う河道内
の植生に着目した。
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H10年度 H14年度 H21年度 H26年度
水生植物 0.27 0.17 0.86 0.25
草本群落 54.12 46.94 67.64 62.24
ヤナギ林 8.89 8.88 7.48 8.21
竹林 9.56 11.35 12.07 15.89

その他木本群落 9.01 14.43 12.71 20.19
農耕地 9.87 10.30 14.46 13.60
人工的環境 92.95 74.89 70.04 70.75
自然裸地 1.81 0.57 2.29 4.34
開放水面 216.42 207.55 216.84 207.74
（堤防敷を除く河川区域）+（堤防表法尻から堤防表法肩）

基本分類

７ －５ 分析・ 評価結果： 河道内植生

●河川の国勢調査の結果、堰下流河川の河道内植生は、水生の草本類、陸生の草本類、陸生の木本類と多様な
構成となっている。

●平成21年度から平成26年度にかけて、植物群落の構成比は大きく変化していない。
●木本類がやや面積拡大傾向にあるが、これは主にムクノキ-エノキ群集と低木のクズ群落の拡大による。
●以上のことから下流河川には適度な攪乱や土砂の供給があり、樹林化が進行していないものと考えられる。

面積（ha）
H21年度 H26年度

その他の低木林 7. 22 9. 65
落葉広葉樹林 4.99 8.84
常緑広葉樹林 0.08 0.72
植林地（ その他） 0. 42 0. 98

小計 12. 71 20. 19

その他木本群落

その他木本群落の内訳

【植物群落面積の推移（下流河川） 】

その他の木本類（ 主にムクノキ-エノキ群集
と低木のクズ群落） が少し拡大している。

73７ －５ 分析・ 評価結果： 鳥類

分析項目 検証場所
生息・ 生育環境

条件の変化
着眼点 分析項目の選定理由

魚食性種
流入河川
湛水域
下流河川

河床及び低水敷の撹乱
頻度の減少

生息・ 生育環境の撹乱

経過
年数

・ 堰供用から37年経過しており、 湛水域およびその周
辺の環境は概ね安定している。

立地
条件

・ 河床及び低水敷の攪乱頻度の減少が、 水中で魚類を
採餌する鳥類の採餌環境に影響する可能性がある。

・ 水辺利用等による生息環境の攪乱により、 魚食性種
の餌となる魚類の生息状況に影響する可能性がある。

既往
結果

・ 吉井川ではサギ類やカワセミ などの、 魚食性の鳥類
が確認されている。

・ 有用水産魚に被害を与える可能性のあるアオサギ、
カワウも生息している。

□： 概要版で報告

●鳥類は、撹乱頻度の影響を受ける可能性のある魚食性鳥類に着目した。
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７－５ 分析・ 評価結果： 魚食性鳥類
●平成22年度の河川水辺の国勢調査の結果をみると、下流河川、湛水域、流入河川ともに、水辺または浅場で

立って採餌するサギ類、水中に飛び込んで小魚を捕食するカワセミ類が確認されている。
●以上のことから、魚食性鳥類の採餌環境は維持されていると考えられる。

ミサゴ

アオサギ

【河川水辺の国勢調査（H22）における魚食性鳥類の確認状況】

流入河川
湛水域及び湛水域周

辺
下流河川

H5 H9 H15 H22 H5 H9 H15 H22 H5 H9 H15 H22

1 カイツブリ カイツブリ ● ● ● ● ● ● ● ●
2 ハジロカイツブリ ●

3 カンムリカイツブリ ● ● ● ●
4 ウ カワウ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5 サギ ゴイサギ ● ● ● ● ●
6 ササゴイ ● ● ●
7 アマサギ ● ● ● ●
8 ダイサギ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

9 チュウサギ ● ●
10 コサギ ● ● ● ● ● ● ● ●
11 アオサギ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

12 タカ ミサゴ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

13 カモメ ユリカモメ ● ● ● ● ●
14 セグロカモメ ●
15 カモメ ●

16 カワセミ ヤマセミ ●
17 カワセミ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

科名 種名

調査無し

No.

平成5年度、 9年度、 15年度はラインセンサス法と定点記録法の併用(湛水域の調査は無い)
平成22年度は1kmごとのスポット センサス法

カイツブリ

※ 鳥類調査は、平成24年度～28年度に調査未実施
であるが、手引き改訂（H26）を踏まえ、参考として最
新の調査結果（平成22年度）を用いて分析・評価を実
施した。

75７－５ 分析・ 評価結果： 両生類･爬虫類･哺乳類

分析項目 検証場所
生息・ 生育環境

条件の変化
着眼点 分析項目の選定理由

河原環境
利用種

流入河川

下流河川

河原（ 陸域） 環境の出現

土砂供給量の減少

河床及び低水敷の攪乱頻
度の減少

経過
年数

・ 堰供用から37年経過しており、 湛水域およびその周辺の環
境は概ね安定している。

立地
条件

・ 流入河川では土砂堆積による河原（ 陸域） 環境の出現や水
位の季節変動が、 下流河川では土砂供給量の減少と攪乱頻
度の減少が、 河原（ 草原や砂州） 環境を変化させ、 ここを
利用する両生類・ 爬虫類・ 哺乳類の生息状況に影響する可
能性がある。

既往
結果

・ 吉井川では河原の草地を利用するカヤネズミ や砂州で繁殖
するカメ類が確認されている。

□： 概要版で報告

●両生類・爬虫類・哺乳類は、河原環境を利用する種に着目した。
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７ －５ 分析・ 評価結果： 両生類･爬虫類･哺乳類

(河原環境利用種)
●河川水辺の国勢調査において両生類・爬虫類・哺乳類の調査は堰湛水域では実施していない。
●流入河川と下流河川の調査結果を見ると、いずれも河原の草本植生で繁殖するカヤネズミが経年的に確認され

ていることから、河原環境を利用する小動物の生息環境は維持されているものと考えられる。

カヤネズミの巣

写真出典： 河川水辺の国勢調査報告書 【カヤネズミ確認箇所の植生図 H26】

【下流河川 15k付近】

【流入河川 27k付近】

ヤナギタデ群落 059

オオイヌタデ－オオクサキビ群落 0510

カナムグラ群落 0525

多年生広葉草本群落 セイタカアワダチソウ群落 068

ツルヨシ群集 081

オギ群落 091

シナダレスズメガヤ群落 1038

ヤナギ高木林 ジャヤナギ－アカメヤナギ群集 127

メダケ群集 139

クズ群落 1315

植林地（その他） マダケ植林 182

一年生草本群落

単子葉草本群落

その他の低木林

H7年度 H12年度 H17年度 H27年度 H7年度 H12年度 H17年度 H27年度

カヤネズミ ● ● ● ● ● ● ●

調査地点数 2 3 3 1 2 2 2 1

調査回数 3 5 4 3 3 5 4 3

下流河川 流入河川

【カヤネズミの確認状況】

カヤネズミ が繁殖に利用す
る草本植生が多く 存在

カヤネズミ が繁殖に利用す
る草本植生が多く 存在

77７ －５ 分析・ 評価方針： 陸上昆虫類等

分析項目 検証場所
生息・ 生育環境

条件の変化
着眼点 分析項目の選定理由

森林性種
流入河川

下流河川

河原（ 陸域） 環境の出現

河床及び低水敷の攪乱頻
度の減少

経過
年数

・ 堰供用から37年経過しており、 湛水域およびその周辺の環
境は概ね安定している。

立地
条件

・ 流入河川では土砂堆積による河原（ 陸域） 環境の出現や水
位の季節変動が、 下流河川では攪乱頻度の減少が樹林化を
促進することがあり、 森林性昆虫類の生息状況に影響する
可能性がある。

既往
結果

・ 吉井川ではコムラサキなど、 木本食性のチョ ウ類が多く 確
認されている。

□： 概要版で報告

●陸上昆虫は、土砂の堆砂状況と関連性のある樹林性種に着目した。



79７－５ 分析・ 評価結果： 重要種

種名 確認状況等 重要種選定基準 堰運用・ 管理との関連性

アユモドキ
産卵場整備を行ってお
り 、 その追跡調査等で
確認されている。

天然記念物
国内希少野生動植物種
環境省RL： 絶滅危惧I A類
岡山県RDB： 絶滅危惧I 類

• 繁殖期である6月はかんがい期と
重なるため、 湛水域の水位が上
昇し、 産卵場に産卵に適した環
境（ 陸生植物が一時的に水没す
るような環境） が出現する。

＜堰の管理・運営と関わりの深い重要種＞

●重要種は、堰の運用管理と生活史の関連から繁殖環境が維持されているアユモドキを対象として選定した。
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84７－６ 保全対策

環境保全対策 実施年度 実施内容

魚道調査
平成3～4年度
平成21年度
平成23～28年度

・魚道遡上調査
・流下仔魚調査
・改良実験（平成24～28年度）

アユモドキ
産卵場整備

平成18年度～現在継続中

・試験産卵場整備
・堤外水路整備
・繁殖環境維持を考慮した坂根堰湛水域の水
位管理

・モニタリング調査
・産卵場維持管理マニュアルを作成し、地元の
自然保護団体等と協同で草刈等の維持管理
を実施

●坂根堰においては、環境保全対策として魚道の改良やモニタリングを実施している。また、岡山河川事務所とし
てアユモドキの産卵場整備を実施している。よってこれらの実施状況や対策の効果を整理するとともに、管理上
の課題の有無についても分析評価した。

85７－６ 保全対策： 魚道（ 1/3）

調査及び実験の実施状況

年度 調査内容 整備（改良）実験内容

平成
3,4年度

目視調査、採捕調査
水中VTR調査（H3）

平成
21年度

目視調査、採捕調査
物理環境計測※

平成
23年度

目視調査、採捕調査
水中VTR調査 物理環境計測※

耳石分析調査 アユ流下仔魚調査

平成
24年度

目視計数調査（VTR調査）
採捕調査 物理環境計測※

水温測定 アユ流下仔魚調査

平成
25,26年度

目視計数調査（VTR調査）
採捕調査 物理環境計測※

水温測定

剥離流抑止（可動隔壁）
循環流対策

袋詰めの玉石（プール）
遮蔽板（潜孔の下流）

防鳥糸（魚道の上）

平成
27年度

目視計数調査（VTR調査）
採捕調査 物理環境計測※

水温測定

集魚用パネル（魚道入口）
循環流対策

袋詰めの玉石（プール）
底生魚遡上対策

土嚢袋の積上げ（固定隔壁）
寒冷紗のスロープ（可動隔壁）

平成
28年度

目視計数調査（VTR調査）
採捕調査 物理環境計測※

水温測定

剥離流抑止板（可動隔壁）
循環流対策（遡上促進）

袋詰めの玉石（プール）
底生魚遡上対策

土嚢袋の積上げ（固定隔壁）
寒冷紗のスロープ（可動隔壁）
スロープ（固定隔壁）

項目 魚道諸元

魚道形式 階段式魚道

魚道位置
左岸側1箇所
右岸側1箇所

魚道幅員 3. 0m×2箇所(両岸計6m)

魚道勾配
左岸1/9. 0～1/10. 0
右岸1/9. 9

流量調節 起伏式ゲート (両側とも)

プール長さ
左岸3m
右岸3～4m

プール内 水制柱なし(両側とも)

魚道底面 コンクリート 張(両側とも)

側壁高さ
左岸70～127cm
右岸70～224cm

潜孔 あり(両側とも)

通水流速
左岸36～146cm/s
右岸70～163cm/s(いずれも越流流速の実測値)

隔壁間落差 0. 3m(両側とも)

出水口 堰より約42m(左岸)～50m(右岸)下流

右岸魚道 左岸魚道

●魚道機能を改善させるための改良実験と、実験の効果検証を継続的に実施している。

※流向、流速、水深



86
７－６ 保全対策： 魚道（ 2/3）

剥離流の発生

潜孔の流速大

潜孔による越流水深不足

循環流の発生による
流向の乱れ（平面、縦断）

【可動隔壁の流れ】

【固定隔壁の流れ】

●現在の魚道の主な課題は以下のとおりである。
• 下流側に突出しており、また呼び水水路も無いため、遡上してきた魚類が堰直下へ迷入しやすい。
• 魚道の構造上、魚道内流速が速く、越流水深が確保できていないうえに、剥離流や循環流が発生している。

【魚道の配置 】

：流速・流量が大

：流速・流量が小

右
岸
魚

道

左
岸
魚
道

左右岸とも下流側に突出・呼び水水路も無い ⇒ 遡上魚が堰直下に迷入

潜孔部からの流れ

可動式隔壁
からの流れ

87
７－６ 保全対策： 魚道（ 3/3）

●改良実験によっては、底生魚の遡上状況が向上するなど、改良効果が確認できている。

魚道の課題 改良実験の概要と実施箇所 得られた知見
魚道内の流れが安定しな
い（剥離流）

剥離流抑止（解消）板（可動隔壁） ・剥離流が解消

魚道内の流れが安定しな
い（循環流）

袋詰めの玉石（プール） ・循環流が解消

遮蔽板（潜孔の下流） ・循環流が解消

鳥による食害 防鳥糸（魚道の上） ・空中から飛来する水鳥に対し、一定の防鳥効果を確認

底生魚が十分に遡上出来
ない（固定隔壁の落差、越
流流速が過大）

土嚢袋の積上げ（固定隔壁） ・遡上が少ない晩秋でしか調査しておらず効果確認に十分なデ
ータは得られていない

寒冷紗のスロープ（可動隔壁） ・寒冷紗単独では、明瞭な遡上促進効果や可動隔壁下への迷入
防止効果は確認できていない

・剥離流抑止板と組み合わせることにより、遡上促進効果を示唆
するような傾向を確認

底生魚が十分に遡上出来
ない（可動隔壁下に迷入、
越流流速が過大）

コンクリート製のスロープ（固定隔壁） ・一部の底生魚で遡上促進効果を確認

魚道入口へ誘導が十分で
ない

集魚用パネル（魚道入口） ・集魚効果を確認
・パネル設置前にも遡上魚の8割程度が魚道に進入していること
から、呼び水効果は大きくない

袋詰めの玉石
⇒循環流解消

剥離流解消板 パネルの設置
⇒魚道入口へ誘導

防鳥糸 剥離流抑止板＋寒冷紗
⇒底生魚遡上促進
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【まとめ】
①坂根堰周辺は、水域、陸域ともに環境が安定しており、流入河川、湛水域、下流河

川に適応した動植物が生息・生育している。
②魚道効果把握のためモニタリング調査を実施した結果､坂根堰の魚道は､整備後

の年数が経過しており､機能低下(剥離流や循環流の発生、越流水深不足)が懸念
された。この対応として効果向上のための方策を試験し、遡上効果向上の可能性
がある方策を抽出できた。

③堰湛水域周辺では、アユモドキの生息が継続して確認されており、堰の操作も含
めた環境保全対策の実施や地域との協働による保護活動を実施している。

【今後の方針】

①今後も多様な自然環境の保全に留意しながら、河川水辺の国勢調査等を活用し、
生物の生息状況等をモニタリングしていく。

②魚道については改善方策の抽出が進んだため、今後は簡易改良等の具体的な改
善策を実施していく。加えて管理に資する魚道調査方法についても検討していく。

③アユモドキについては堰の操作も含めた環境保全対策の実施を継続し、地域と役
割分担しながら保護活動を推進していく。

７－７ まとめと今後の方針（ 生物）
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８－１ 評価方針
８－２ 堰周辺の自治体の位置関係
８－３ 人口・世帯数の推移
８－４ 産業別就業人口の推移
８－５ 土地利用状況の変遷
８－６ 湛水域の水辺環境整備
８－７ 堰と地域との関わり
８－８ 堰と地域形成の歴史
８－９ 堰のストック効果
８－10 堰と地域との関わりに関する調査
８－11 まとめと今後の方針

８ ． 堰と地域との関わり



94８－１ 評価方針

評価の観点 評価項目評価方針

【堰と地域の関わりに関する評価方針】

地域との関わり

堰周辺整備事業と堰及び
周辺の利用状況

①地域情勢の変遷

上記の結果を踏まえ, 堰及び堰周辺の社会的な評価の総括を実施し、 課題等について検討

②堰事業の変遷

③堰の地域に対する役割

④今後の堰の位置づけ

○水源地域の概況整理
（ 人口・ 産業データ、 交通条件、 観光施設等）

○堰事業と地域社会の変遷
（ 地域や堰事業の変遷、 堰のスト ック効果等）

○堰と地域の関わりに関する評価
（ 堰の見学･訪問、 イベント の開催、 学校や利水者、 地域団体

との関わりに関する調査等）

○河川水辺の国勢調査（ 河川空間利用実態調査） 結果
（ カウント 調査結果、 アンケート 調査結果等）

○堰周辺の状況
（ 堰周辺施設の利用状況、 情報発信、 イベント 参加状況等）

①堰周辺施設の概要

②堰周辺施設の利用状況

③来訪者の満足度

95８－２ 堰周辺の自治体の位置関係

●坂根堰及び堪水域に隣接するのは、岡山市、赤磐市、備前市であり、県庁所在地である岡山都市圏中心部から
20㎞程度しかなく、淡水の止水域として最も身近な場所である。

坂根堰

10km

20km

（北区）

（旧瀬戸町）

（旧備前市）

和気町

◎

○

◎

◎
◎

（南区）

（東区）
（中区）

久米南町

美咲町

美作市

岡山市 約20km

赤磐市 約 7km

備前市 約 8km

瀬戸内市 約 9km

岡山市

赤磐市

和気町

備前市

瀬戸内市

（旧日生町）

（旧吉永町）

（旧吉井町）

（旧赤坂町）

（旧熊山町）

（旧山陽町）

（旧建部町）

（旧御津町）

（旧灘崎町）

（旧長船町）

（旧邑久町）

（旧牛窓町）

岡山県庁

岡山市役所
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８－３ 人口・ 世帯数の推移

【坂根堰湛水域周辺市町の人口と世帯数の推移】
出典：国勢調査結果

●坂根堰湛水域周辺市町の人口動態では、旧瀬戸町及び旧熊山町が増加傾向、旧備前市が減少傾向にある。
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97
８－３ 人口・ 世帯数の推移

●年齢階級（3区分）別人口の構成比率の推移をみると、旧瀬戸町（岡山市）、旧熊山町（赤磐市）及び旧備前市
（備前市）とも高齢者人口の増加が続いている。一方で、年少人口（0～14歳）は減少している。また、生産年齢人
口の比率も平成2年以降減少し、少子高齢化が進行している。
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15歳未満 15～64歳 65歳以上
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5,371
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1,950

1,874

8,749

8,998

9,338
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9,048
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【旧瀬戸町の年齢階級（3区分）別人口の構成の推移】

【旧備前市の年齢階級（3区分）別人口の構成の推移】 出典：国勢調査結果

【旧熊山町の年齢階級（3区分）別人口の構成の推移】

旧瀬戸町はH19に建部町とともに岡山市と合併した。
数値は旧瀬戸町の小地域集計データである。

旧熊山町はH17に山陽町、赤坂町、吉井町と合併して赤磐市となった。
数値は旧熊山町の小地域集計データである。

旧備前市はH17に日生町、吉永町と合併し、
現在の備前市となった。

数値は旧備前市の小地域集計データである。
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８－４ 産業別就業人口の推移

●産業別就業人口の構成比率の推移をみると、旧瀬戸町（岡山市）、旧熊山町（赤磐市）及び旧備前市（備前市）と
も、第一次、第二次産業人口が減少し、第三次産業人口は概ね横ばいである。特に第一次産業人口においては、
坂根堰が完成した昭和55年に比べ、半分以下となっている。
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【旧瀬戸町の産業別就業人口の構成の推移】

【旧備前市の産業別就業人口の構成の推移】 出典：国勢調査結果

【旧熊山町の産業別就業人口の構成の推移】

旧瀬戸町はH19に建部町とともに岡山市と合併した。
数値は旧瀬戸町の小地域集計データである。

旧熊山町はH17に山陽町、赤坂町、吉井町と合併して赤磐市となった。
数値は旧熊山町の小地域集計データである。

旧備前市はH17に日生町、吉永町と合併し、
現在の備前市となった。

数値は旧備前市の小地域集計データである。
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瀬戸内市

備前市

坂根堰

●坂根堰周辺地域における土地利用の変遷をみると、昭和51年から平成26年にかけては田・その他農用地が減
少し、建物用地が増加している。特に坂根堰周辺については、下流左岸部での宅地化が進行している。

【坂根堰周辺地域の土地利用の変遷】

８－５ 土地利用状況の変遷

平成26年

岡山市北区

岡山市南区

岡山市中区

岡山市東区

赤磐市

和気郡和気町

瀬戸内市

備前市
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岡山市南区

岡山市中区

岡山市東区

赤磐市

和気郡和気町

瀬戸内市

備前市

土地利用図の行政界は最新の状況を示す。
各市町の合併経緯は以下のとおりである

・岡山市： H17に御津町・灘崎町、H19に建部町・瀬戸町と合併
・赤磐市： H17に赤磐郡内の山陽町、赤坂町、熊山町及び

吉井町が合併
・瀬戸内市： H16に牛窓町、邑久町、長船町が合併
・備前市： H17に備前市・日生町・吉永町が合併
・和気郡和気町： H１８に和気郡佐伯町および和気町が合併

岡山市北区

岡山市南区

岡山市中区

岡山市東区

赤磐市

和気郡和気町

瀬戸内市

備前市

昭和51年 平成３年 平成21年

□ 行政界
□ 吉井川流域
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８－６ 湛水域の水辺環境整備

【吉井川弓削河川公園 川の通信簿（平成26年）抜粋】

■平成26年現在の成績表

総合的な成績： ☆☆☆☆（四つ星）
相当良い。満足感を味わえる。

良い点（ 現在の状況｢良い｣＋重要度｢非常に重要or重要｣）
悪い点（ 現在の状況｢悪い｣＋整備必要｢50％以上｣＋重要度｢非常に重要or重要｣）

子供から大人まで楽しめるレクリエーショ ン広場

【吉井川親水マップ】

●坂根堰の湛水域に整備された弓削河川公園の川の通信簿
は四つ星評価（5段階）と高評価であり、自然の豊かさ、景観、
アクセスしやすさ等が評価されている。

平成26年の評価では、上記の良い点と悪い点に該当する項目なし
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■瀬戸箇所（下流）；H15.3完成

整備内容：
護岸、高水敷整正（国交省）
東屋、屋外トイレ（自治体）

利用状況：
坂根堰堪水区域に面しており、

水面を利用したスポーツやレク
リエーション等に利用されている。
平成17年には、岡山国体のカ
ヌー競技が実施された。

８－６ 湛水域の水辺環境整備

■熊山箇所
水辺の楽校として整備（国交省） ；H18.3完成
整備内容：

階段、坂路、河川管理用通路、高水敷整正
利用状況：

従来より環境学習や地域行事で数多く利用さ
れており、整備によって安全に水辺の利用がで
きるようになった。

●坂根堰の湛水域では水辺利用者が安全に水辺空間を利用できるように、高水敷整正、護岸の整備を行っている。

平成23年7月撮影平成23年7月撮影カヌー競技 カヌー競技
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８－７ 堰と地域との関わり（ 見学・ 訪問者)

【坂根堰見学者数の推移（人）】

●坂根堰では、地元小学校などの見学を受け入れており、堰の役割の紹介などの広報活動を実施している。
●しかし、平成28年度からは社会見学等の受入れ実績はない。

小
学
校

・瀬戸内市立牛窓北小学校（4年生）
・瀬戸内市立牛窓東小学校（4年生）
・瀬戸内市立国府小学校（5年生）
・備前市立西鶴山小学校（5年生）
・美作市立美作第一小学校(4年生)

H24・7名(2回) H27・19名
H24・21名(2回) H27・13名
H26・61名
H26・10名
H27 ・43名

そ
の
他

・福岡市役所道路下水道局

・明日の吉井川を語る会
(岡山河川事務所主催)

H25・1名
H25・18名

【坂根堰見学者の過去5ヶ年の内訳】

小学生の見学（Ｈ27）

小学生の見学（Ｈ24）

岡山での農業関係会議があり、
堰の見学が実施された。
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８－７ 堰と地域との関わり（ 河川利用実態調査1/3）

●吉井川の利用者数は平成21年度から平成26年度にかけて減少したが、これは調査時の天候等によるものである。
●吉井川流域での利用は散策が多いが、平成26年度はスポーツの割合が増えている。
●坂根堰の湛水域は、カヌー等で利用されている。

【吉井川（国管理区間）利用者数の推移(推計値)】

H21調査と比較して
・ 春の休日二日間が雨であったこと
・ 秋の調査日前日にまとまった降雨があったこと
により利用者数が減少したと考えられる

【吉井川（国管理区間）利用内容別の構成比】

坂根堰湛水域の利用(カヌー)
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●坂根堰湛水域の出現によりカヌー等の水面利用の場ができ
たほか河川公園施設が整備されたことにより、坂根堰の湛
水域には、吉井川流域において一定の利用者が集まってい
る。

＜湛水域＞

坂根堰

８－７ 堰と地域との関わり（ 河川利用実態調査2/3）
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８－７ 堰と地域との関わり（ 河川利用実態調査3/3）

●平成26年度から配布開始している堰カードの配布数は、増加傾向にある。
●地域別に見ると、中国地方からの訪問が60％程度であるが、中国地方以外の地域からも堰カードを受取りに堰

を訪問している。
●年齢構成を見ると、50代以上が多く、次いで40代、30代となっている。
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●坂根堰管理所ホームページでは、堰の概要や役割や近況などについて情報発信するとともに、随時「坂根堰だ
より」を刊行して、坂根堰管理の取り組み状況の紹介を行っている。

８－７ 堰と地域との関わり(情報発信)

出典：岡山河川事務所ホームページより

1.岡山河川事務所のホームページで、坂根堰に関する
いろんな情報を見ることができます。
＜坂根堰ホームページの表示方法＞

①岡山河川事務所ホームページへアクセスする。
「http://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/」

②右のとおり、「坂根堰からのお知らせ」をクリックする。
③坂根堰ホームページが表示される。
直接はこちら

2.「施設の見学をしたい」「こういう事を教えてほしい」等の
ご意見、ご希望がありましたら、下記まで、電話、ＦＡＸ、
メールいずれでも構いませんので、ご連絡下さい。

岡山河川事務所 管理第２課（坂根分室）

〒705-0016    備前市坂根字土井502-3
電 話 ０８６９－６６－７６３１
ＦＡＸ ０８６９－６６－７６３３
メール info-okakawa@cgr.mlit.go.jp （岡山河川事務所ホ ームページ画面）

ここをクリック http://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/

http://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/jimusho
/kouhoushi_sakane/ko_dayori_menu.htm

⑤邑久局

坂根堰からのお知らせ

～今年もやります！～

ダムカードを収集して「中国地方ダムマニア認定書」をゲットしよう！！

中国地方整備局では、 昨年度も実施した管内各ダム等で配布している「 ダムカード」 を利用した
「 中国地方ダムマニア認定書」 を発行するイベント を、 今年も行います。

今回から岡山河川事務所坂根分室及び百間川出張所でも認定書を交付します！岡山市内から近いで
すので、ぜひご利用下さい。

○内 容： 集めた「 ダムカード 」 の種類(枚数)により「 中国地方ダムマニア認定書」 を交付します。
認定書のコースは下表のとおりです。

○交付期間： 平成２７ 年７ 月２１ 日（ 火） ～平成２ ７ 年８ 月３ １ 日（ 月）
○応募方法： 所定の交付場所にて収集されたダムカードの枚数を確認させて頂き、 その場でオリ

ジナル認定書（ 名前入り） を交付します。コンプリート コース、 レインボーコースの
認定書を希望される方は事前連絡が必要です。郵送による交付も可能です。

○そ の他： 詳細は、 中国地方整備局ホームページ記者発表の「 ダムカード 関連イベント 開催要領」
をご覧下さい。 http ://ww w.cgr.mlit.go.jp/kisha/2 015 jul/15 07 1５-１ top .pdf

今回は新しいコースとして「 コンプリート コース」 が設定されています。 中国管内のダムカード 等
をすべて集めるコースです。 期間中、 各ダムでは様 な々イベント や見学会が開催されますので、 イベ
ント に参加しながら収集すると楽しいですよ。

平成27年7月21 日現在

コース 種類

コンプリー トコース 全7 2種 類

レインボー(超級） 50種類以上

ゴールド(上級) 20種類以上

シルバー(中級) 10種類以上

ブロンズ (初級)  5種類以上

【認定書のコース】

中国管内でダムカードを下記の72ダム・堰で配布しています （H27.7.21現在）
国土交通省（16）：菅沢、土師、島地川、弥栄、八田原、温井、苫田、灰塚、志津見、尾原、殿、高瀬堰、芦田川河口堰、

坂根堰、百間川河口水門（昭和水門、平成水門）
鳥取県（5） ：百谷、佐治川、東郷、賀祥、朝鍋
島根県（11）：布部、山佐、三瓶、八戸、浜田、大長見、御部、益田川、銚子、三成、木都賀
岡山県（14）：旭川、鳴滝、竹谷、河平、湯原、河本、高瀬川、千屋、三室川、楢井、八塔時川、津川、黒木、小阪部川
広島県（12）：魚切、梶毛、野呂川、椋梨、福富、仁賀、御調、山田川、野間川、四川、庄原（建設中）、小瀬川
山口県（14）：菅野、向道、川上、佐波川、木屋川、阿武川、黒杭川、黒杭川上流、湯の原、屋代、生見川、厚東川、大坊、湯免

坂根堰だより
発行：平成２７年７月２２日

国土交通省中国地方整備局

岡山河川事務所

管理第２課（坂根分室）
吉井川のｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸです。

今年も坂根地区の皆さんによる河川清掃が行われました。
～平成２７年７月５日（日）～

清掃で集めたゴミ の量

牛窓北小学校と牛窓東小学校の皆さんが坂根堰に見学に来られました。
～平成２７年６月２９日（月）・３０日（火）～

６月２９日に牛窓北小学校４年生（ 先生と児童を含め１９名） 、３０日に牛窓東小学校４
年生（ 先生と児童を含め１３名） の皆さんが吉井川土地改良区の施設と坂根堰の施設見学に
来られました。

児童の皆さんは、瀬戸内市牛窓町の野菜作りで使用されている農業用水がどこからどのよ
うにして送られてく るのかを見学し、農業や水の大切さについて勉強していました。

また、ゲート からの放流や魚道等の説明には、とても興味を持って話を聞いていました。
坂根堰では、施設見学の受け入れをしていますので、興味のある方は連絡をお願いします。
優しいエンジニアが丁寧に説明させていただきます！

大用水の説明 坂根堰の概要説明 管理橋で、ゲートや魚道等の説明

吉井川で坂根堰から下流1kmの区間（ 備前市側） にわたって、備前市坂根地区自治会の
主催により河川清掃が行われました。

当日は、明け方まで降っていた雨の影響で足元の悪い中、大人から子供まで４３名の方が
参加され、約１時間の清掃で９袋分のゴミを集めることが出来ました。

国土交通省では、毎年７月を「 河川愛護月間」 と定めて河川愛護運動を実施しており、今
後も地域の皆さんと一緒に清掃活動をはじめ、より良い河川環境の管理に努めてまいります。

清掃状況（ 坂根地区自治会の皆さん）

【坂根堰だより】（平成27年7月）

・ 堰管理に関する情報発信

・ 堰の施設の紹介など

・ 堰カードに関する情報発信

【情報発信の実績】
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坂根堰だより

発行回数

HPの坂根堰新着情報

掲載回数

H29年度は2回
発行・ 掲載
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８－７ 堰と地域との関わり (その他)
●平成28年12月から農業用水の受益農家の方が飼っているヤギを草地管理の一環として無償で提供いただいている。
●ヤギは、堰エリア内で採餌しており、高水敷・法面における草地管理に役立っている他、ヤギをきっかけとした地域

の方々の来訪が増えていることから、坂根堰の認知度向上に貢献していると考えられる。
●今後に向け、ヤギを管理するための知見をとりまとめてゆく。

【河川敷の草を食べるヤギ】

●主要な効果
・ ヤギを河川敷に繋いでおく ことで、 雑草を食べ、 草地管理に役立っている。
●副次効果
・ 外来生物のオオキンケイギクも残さず食べるため、 薬剤等による駆除の必要がない。
・ 刈取った草地にカンピョ ウを干す人がやってきたり、 草地に小学校低学年の児童が

やってきて、 ヤギと触れあっている。

法面やブロックの目地上の雑草も食べるほか、
灌木も食べるので除草効果が高い。

Ｈ29 11/7

H28 4/19

【オオキンケイギクも除草】【河川敷をきれいに除草】

H28 5/16

Ｈ29 6/26
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出典： ふるさとおかやま 岡山市小学校社会科研究会編

８－８ 堰と地域形成の歴史
【坂根堰の地域形成への貢献①】

●古代の吉井川河口付近は吉備の穴海と呼ばれる海域で、その後岡山三川により土砂が運搬、堆積し岡山平野
を形成。

●江戸時代には新田開発のために遠浅の海域が干拓され、現在までにつながる都市の骨格が形成された。
●新田への用水供給のために吉井川には旧坂根堰および吉井堰が建設された。

吉井堰

大用水

旧坂根堰

百間川

旭川

吉井川

瀬戸内海

児島湾

• 吉井川周辺の干拓は江戸時代（1600年
代後半）に岡山藩の新田開発として岡

つだ ながただ

山藩士の津田永忠を中心に実施された。

• 津田永忠は干拓以外にも百間川（旭川
の放水路）の開削や後楽園の造営、閑谷
学校の建設など岡山の地域形成に大き
な役割を果たした人物である。

■江戸時代に建設された
吉井川河口付近の干拓地

■古代の吉井川河口の状況

■現在の吉井川河口の状況

出典： ㈱フジタ地質HP http: //www. geo-fuj i ta. j p/okayama/anaumi . html

109８－８ 堰と地域形成の歴史
【坂根堰の地域形成への貢献②】

吉井堰

大用水

旧坂根堰

百間川

旭川

吉井川

瀬戸内海

児島湾

●旧坂根堰は吉井川河口左岸の幸島新田への用水供給を目的に建設された大用水とともに1685年に完成した。
●吉井堰は旭川と百間川に挟まれた倉田新田への用水供給と吉井川と旭川をつなぐ舟運水路とすることを目的に

建設された倉安川用水とともに1679年に完成した。
●堰および用水路を含めて高度な石工集団の技術により各種施設が建設された。

昭和53年10月撮影

19.0ｋ

旧坂根堰

18.0ｋ

• 閘門式の水門としては、日本
最古の土木施設。

• 高瀬舟による舟運で上流部も
含めて吉井川と旭川と結ぶ物
流路であった。

■旧坂根堰
（ 坂根堰建設中 航空写真

： 斜め堰の状況）

■倉安川吉井水門（ 県指定史跡）

• 干拓地の建設とあわせて、利水
のための旧坂根堰や吉井堰、用
水路の建設が行われた。

• 建設には江戸時代の高度な石
工の技術を用いて、斜め堰（吉
井堰、坂根堰）や、底樋（サイ
フォン）や懸樋（水路橋）、大水尾
（潮位差と遊水池を組み合わせ
た排水システム）といった当時の
最先端の技術が導入された。

■石の懸樋（ 県重要文化財） 石の懸樋例（ 小野田川： S58撮影）

• 高度な石組みや特別な漆喰の
採用など高い石工の技術によ
り作られ300年間現役で使われ
ていた。

■大水尾

• 干拓地内に「遊水池」を設け、
新田からの排水を一時的に貯
留し、干潮時に「樋門」をあけ
て海に排水すること、治水と新
田開発の両立を図っていた。

出典： ふるさとおかやま 岡山市小学校社会科研究会編

出典： 吉井川下流土地改良区25年史

出典： 吉井川下流土地改良区25年史
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８－９ 堰のスト ック効果

出典：国営かんがい排水事業吉井川地区事業概要

凡 例

受益地(水田)

受益地(畑)

頭首工（ 改修）

国営

用水路（ 改修）

(パイプライン)

(パイプライン)

国営

県営

国営

畑かん専用水路（ 改修）

揚水機場（ 改修）

サイホン・ 暗渠・ ト ンネル

市町界

揚水機場

畑かん専用水路

県営

国営

坂根堰

受益面積は、 図中の全
ての用水の合計である。

(平成25年10月時点)

新田原井堰

樋ノ口取水口

坂根堰

吉井川地区 概要図

坂根堰関係の受益面積(ha)

水田 3,060

畑 635

計 3,695
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８－９ 堰のスト ック効果

【 岡山市東区】

出典：農林業センサス

【 備前市】 【 瀬戸内市】

【 岡山県】 【 全国】

農家数(戸)

専業率(％)

専業率(％)

農家数(戸)

※1990農林業センサス（ H2） から総農家数は販売農家と自給的農家に区分された。

専業率(％)農家数(戸)
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※岡山県はH12年から自給的農家の区分集計を実施。

坂根堰完成 坂根堰完成 坂根堰完成

坂根堰完成坂根堰完成

●坂根堰が完成して以降、かんがい用水受益地における総農家数は減少しているものの専業農家率は徐々に増
加している。

●この農家数の減少は、兼業農家のうち、農業を主としない第２種兼業農家の減少と考えられる。
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８－９ 堰のスト ック効果

出典：農林業センサス，作物統計調査

販売農家当たり出荷額（ 万円）農業出荷額(百万円)

3,834 3,530
2,957 2,607

1,894 1,558 1,293 975
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販売農家数（  ）

農業出荷額（ 百万円）

出荷額/販売農家（ 万円）

瀬戸内市の農業出荷額の推移

農産物 作付 積ha 収穫量t

はくさい 127 10,400

キャベツ 91 5,740

かぼちゃ 71 1,580

ぶどう 41 486

トマト 8 451

瀬 内市の農産物収穫量（ 野菜･果実） 上位5位（ H18）

瀬 内市の農業産出額(千万円； H27)

野菜, 157

米, 122

乳用牛, 80

果実, 36
肉用牛,9 その他, 23

瀬 内市の 学校副読本に
  本有数の野菜産地とそれ
を える畑地かんがいが取り上
げられている。

畑地かんがい

●吉井川下流の瀬戸内市では、島しょ部を含め旧牛窓町を中心に畑作かんがいが行われている。
●瀬戸内市の農業産出額は、はくさい、キャベツ、かぼちゃ、ぶどうの収穫量が上位を占めており、販売農家数が

減少する中、収益の高い野菜･果樹を主体として、販売農家当たりの出荷額は徐々に増加傾向にある。
●畑地かんがいは、瀬戸内市の小学校の副読本に紹介されている。

瀬戸内市の「秋冬はくさい」の収穫量と全国順位

作付 積(ha)

瀬戸内市の「秋冬はくさい」は､野菜指定産地に指定されており､市町村

別の指定地の中で過去10年間、全国10位以内の収穫量を上げている。

10a当り収量（ kg)

H27年に全国最 の
10a当り収量を記録
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ヒアリング対象 人数 実施日

瀬戸内市 教育委員会 2名 H29. 9. 19

備前市 教育委員会 1名 H29. 9. 20

岡山市 教育委員会 1名 H29. 9. 20

岡山市 小教研（ 小学校教育研究会）
社会科部会長

1名 H29. 10. 30

吉井川下流土地改良区 1名 H29. 10. 2

瀬戸町観光文化協会 2名 H29. 10. 2

5団体

■調査内容

(1)教育関連
①学校教育と坂根堰（河川）の関わり
②坂根堰（河川）の学習に関する課題 等

(2)利用団体
①坂根堰の建設に伴う効果や影響
②坂根堰と各団体の関わり
③堰管理者への意見・要望 等

８ －１ ０ 堰と地域との関わりに関する調査
【坂根堰 堰と地域の関わり：ヒアリング調査の実施内容】

【ヒアリング調査の実施内容】

●坂根堰と地域の関わりを把握するために、教育委員会や土地改良区、地域環境団体に対してヒアリング調査を
行う。

●ヒアリング内容は各ヒアリング対象の立場からの堰と地域との関わりについて把握を行った。



114８ －１ ０ 堰と地域との関わりに関する調査
【坂根堰 堰と地域の関わり①：坂根堰に関わる学習の状況 その1】

●坂根堰や吉井川との位置関係により学習での取り扱いが異なる。

●教員の専門性の観点や学校運営の観点から、坂根堰や吉井川を取り扱うことに課題があり、一定の支援が必

要だと考えられる。

瀬戸内市 備前市 岡山市

坂根堰（ 含む河
川） の学習での

取り上げ方

★共通
• 主に小学校社会の「 水はどこから」 の単元で取り扱っている。
• 小学校理科の「 流水の働き」 でも取り上げるが教科書レベルの内容にとどまる。

• 大用水の役割等も学習しているが、 牛
窓地区に補給されていることは理解し
ていない。

• 長船など一部地区で河川をテーマにし
た総合学習を行っている。

• 流域的に吉井川流域との意識
も低いため、 坂根堰や吉井川
に関する学習はしていない。

• 教育委員会としては校外学習の状況は
把握していない。

• 学区内に浄水場などがあれば徒歩で見
学に行っていると考えられる。

学習上の
課題

★共通
• 校外学習の際の移動手段の確保が困難である。
• 教員の専門性の観点から取り組み状況には教員毎に差がある。
• 提供される資料の授業での活用方法に課題がある。
• 安全管理や校外学習の際の訪問先との見学内容等調整に課題がある。

学習支援に
関する要望

★共通
• 学習指導要領に合致した資料や情報源の提供
• 授業での使い勝手を考慮した資料の提供

• 瀬戸内市作成の社会科副読本記載内容
に関連した教員向けの資料の提供

－
• 学校の年間計画を踏まえた情報や出前
講座等の提供

115８ －１ ０ 堰と地域との関わりに関する調査

【坂根堰 堰と地域の関わり②：坂根堰に関わる学習の状況 その2】

岡山市 小教研 社会科部会長 ヒアリング結果

岡山市での坂根堰（ 含む河
川） の学習での取り上げ方

• 主に小学校4年生社会の「 水はどこから」 の単元で河川に関わる学習を取り扱っており、 岡山市の
副読本でも取り上げている。

• 副読本では郷土に貢献した人物として、 干拓地造成や用水路建設などの功績がある津田永忠を取
り上げている。

• 津田永忠は坂根堰を作った人物であるが、 副読本には坂根堰を取り上げてはいない。
• 各学校とも社会科見学等を行っているが、 交通事情の制約により見学場所が限定される。

社会科副読本について

• 社会科副読本は毎年時点更新を行い、 H29年度より10年に一回の大改訂を行う。
• 今回の改訂は「 防災」 が学習指導要領に盛り込まれたことを踏まえた改訂となる。
• 改訂作業は小教研で編集委員を選出し、 行う。
• 掲載内容は担当教委員の意向が反映されやすい。

堰管理者（ 河川管理者） へ
のニーズ

• 社会科副読本改訂に関わる情報提供をしていただけると執筆する教員の負担減につながる。
• 情報提供により副読本に堰管理者に関する内容を盛り込むことも可能と考えられる。
• 防災教育は教育現場も手探りの状態であるので、 情報提供に教員のニーズがあると考えられる。
• 現在の指導は体験学習を重視しているが、 時間的な制約が多い。 このため、 児童の意欲を高める
ためにも出前講座や資料提供などに効率的な体験活動を支援していただく のは大変ありがたい。

• 教員が出前講座を授業計画に取り込むには学習指導要領との対応を重視する。

その他
• 学校の年間スケジュールは前年の１月頃までには概ね決定し、 4月に教員配置が決まった段階で確
定する。

• 出前講座のアピール等はその時期までに実施すると、 学校の年間スケジュール立案の参考となる。

●岡山市では水道等の学習で河川を取り上げているが、 坂根堰や吉井川を直接的には取り上げていない。

●社会科副読本の改訂に関する情報提供や出前講座等については教育現場の潜在的なニーズが大きいと考

えられ、 ニーズに応えることで坂根堰の目的や地域への貢献状況を広く 知らせることができると考えら

れる。



116８ －１ ０ 堰と地域との関わりに関する調査
【坂根堰 堰と地域の関わり③：坂根堰に関わる利水者の状況】

●坂根堰による農業用水の安定的な供給は地域に大きく貢献しており、利水者もその効果を実感している。

●堰管理者と土地改良区の連携は出水時や渇水時に十分な連携ができている。

ヒアリング結果概要

坂根堰受益地での農
業の状況

• 農家のユーザーは約7000戸の農家である。
• 後継者不足、 農地の宅地化、 農業の大規模化によって、 農家戸数は減少している。
• 専業農家は大規模化や農産物の生産の多角化などで農業経営が成りたっている印象である。
• 「 乾田直まき」 など坂根堰の用水に大きく 頼った稲作の農法を行う農家も多い。
• 稲作農家によっては早生品種の栽培や酒米、 有機農法など商品性の向上を図っている。
• 牛窓地区では坂根堰で取水した水をパイプラインで供給し、 全国有数の野菜の産地となっている。

坂根堰による農業生
産への効果

• 農業用水を大量に安定供給できるようになったので、 「 乾田直まき」 といった代掻きが不要である程度省
人化できる農法が可能となった。

• 「 乾田直まき」 は水田の水持ちや追肥が多い点などから、 受益地全体での採用にはならなかった。
• 牛窓地区は坂根堰建設以前は天水（ 雨水） による栽培であったが、 坂根堰の用水がパイプラインで供給さ
れると安定的に栽培が可能となった。

• 用水の安定供給の結果、 大阪や福岡などに白菜やキャベツ、 カボチャなどの野菜を出荷する全国有数の野
菜の産地となった。

堰と土地改良区の関
わり

• 出水時の農業用水路の管理として取水停止・ 排水樋門開門の運用を行っている。
• 渇水時等の土地改良区の会議には、 国土交通省からオブザーバーとして参加頂いている。

その他
• 営農状況の変化により、 ユーザーから水需要の要望に変化が起きているように感じる。
• 水利権に関する知識についてはユーザーにもっと周知をしたほうがよいと考えている。
• 魚の生息環境形成や防火用水、 浄化用水として、 もう少し水を流して欲しいとの要望があったこともある。

117８ －１ ０ 堰と地域との関わりに関する調査
【坂根堰 堰と地域の関わり④：坂根堰に関わる地域団体の活動状況】

●堰管理者と地域団体が役割分担をしながら、アユモドキの保護活動が推進されている。

●地域団体の活動を通じてアユモドキの保護活動が地域全体を巻き込んだ活動となっている。

ヒアリング結果概要

団体の活動状況
• 河川協力団体として登録しており、 会の下部組織として「 アユモドキを守る会」 をつく り活動している。
• 活動費用は自治会や企業等の会員からの会費、 イベント 開催での収益、 岡山市の補助金、 岡山河川事務所
から受託しているアユモドキの調査業務などでまかなっている。

坂根堰との関わ
り

• アユモドキの保護活動を岡山河川事務所と協働で実施している。
• 岡山河川事務所には「 産卵場の基盤整備」 と「 坂根堰の操作による産卵環境の形成」 について協力をいた
だいている。

• 産卵場の整備はアユモドキだけでなく その他の多様な生物の生息にも貢献し、 この地区のサンクチュアリ
的な場所となっているため岡山河川事務所には非常に感謝している。

坂根堰に関連す
る活動の状況

• アユモドキの産卵場の草刈りを定期的に実施している。
• 産卵場の看板を中学校の美術部に作成してもらったり、 小学校の授業で人工繁殖を行ってもらうなど地域
全体を巻き込んだ保護活動を行っている。

• アユモドキ産卵場をフィ ールドに「 地域全体でアユモドキを見守り保護していく 」 との観点から地域MAPの
作成・ 配布や定期的に自然観察会を開催している。

• 自然観察会には毎回20～30人程度の参加があり、 大変盛況である。 H29. 10. 1は64名の参加があった。
• 活動のコアメンバーは30名程度で、 40代の比較的若い世代も参加している。
• 活動はボランティ アだが、 各種補助金等で草刈り機等の備品費用をまかない、 安定的な活動ができている。

その他

• アユモドキの保護活動に関して岡山河川事務所と年一回程度意見交換できる機会があると良い。
• アユモドキの保護活動自体が試行錯誤の部分が多いので、 専門的観点から様々 なところから支援をいただ
けるとありがたい。

• 農業用水の樋門や堰によりアユモドキの遡上ができないことがあるが管轄が岡山河川事務所ではないため
抜本的な対応は難しいと考えている。
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【まとめ】
①坂根堰湛水域や高水敷及びその周辺の整備された空間により、水

面利用も行われている。

②社会科見学等は学校教育現場の環境の変化から減少したが、坂根
堰の歴史的な意義や堰の役割の観点から学習対象としてのニーズ
は高い状況であった。

③堰の地域への貢献については農業を中心に認識され、ストック効果
を発現している。

【今後の方針】
①堰と周辺地域の関わりを確認しつつ、堰を中心とした周辺環境の維

持・保全、利用促進に取り組んでいく。
②地域における河川情報発信基地として、学校教育現場との連携を

検討し、堰の歴史的な経緯や治水・利水に対する効果について地域
により広く知っていただくような取り組みを行っていく。

８－１１ まとめと今後の方針（ 堰と地域との関わり）
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